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市制施行５０周年を記念し、本市の名誉市民
である宮崎駿氏（スタジオジブリ）に描いてい
ただいた市のイメージキャラクターです。
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主
な
内
容

◆福祉のひろば
高齢者いきいき活動講
座、障がい別相談・嘱託
医相談　ほか …５面

◆健康ガイド
いきいき健康教室、乳が
ん検診、栄養講習会、妊
婦歯科健診　ほか…４面

世
帯
と
人
口

２７.３.１現在

※　世帯数および人口は、住民基本台帳によるものであり、
外国人住民の方を含みます。（　）内は前月比

世帯数 ５７,３４８ （１６増） 男 ５８,２３６ （１８増）
人　口 １１７,４７２ （３２増） 女 ５９,２３６ （１４増）

◆催し
環境学習講座、成人学校、
第１回貫井北センターま
つり　ほか …７・８面

◆お知らせ
図書館サービスの変更について、東
センター利用者懇談会、国勢調査の
調査員を募集、平成２７年度固定資産
税・都市計画税　ほか …２～４面 ごみ減量・リサイクル特集（４ページ）は中面にあります

【特別賞】
緑中学校３年生　箱井悠理さん
【大　賞】
小学生以下の部＝第四小学校４
年生　青木亮太郎さん
中学生の部＝東中学校２年生　
櫻井美穂さん
大人の部＝竹内冨二枝さん（８０
歳代）
問合先　広報秘書課広聴係（☎
０４２−３８７−９８１８）

　昨年１１月から販売中のこきんちゃん
あんぱんに新シリーズが登場しまし
た。
　甘さ控えめのさくらあんが入った春
限定のパンをぜひご賞味ください。
販売期間　４月下旬まで
価　格　１７０円（税込）
販売場所　手づくりパン　ファンタジ
スタ（梶野町５−６−４）
問合先　商工会産業振興プラン推進室
「 黄  金  井 の里」（☎０４２−３１６−１７６２）

こ が ね

　３月７日（土）に小金井平和の日制定記念式典を開催しました。式典では、
戦争体験者等による講演や市報平成２６年１２月１５日号で募集した「世界平和のた
めに私ができること」をテーマにした作文コンクールの表彰式が行われ、作家
の黒井千次さんに選考していただいた特別賞については、受賞者が作文の朗読
を行いました。なお、作文コンクールの受賞者は次のとおりです。
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と　き　５月２日（土）、３日（祝）
スタート・ゴール場所　都立小金井公園いこいの広場
内中央会場
歩行コース　５月２日はハナミズキルート（小金井・
野川方面）、３日はサクラルート（小平・多摩湖方
面）で両日３０㎞、２０㎞、１０㎞とファミリーコースの５
㎞を用意しています。

参加費　１０㎞以上のコースの事前申込は、２日参加も
１日参加も同額です。
　当日申込は、すべて１日当たりの参加費です。　

各コースの受付時間・スタート時間
スタート時間受付時間コース
 8：007：30〜30㎞
 9：008：30〜20㎞
10：009：30〜10㎞
10：009：30〜 5㎞

【事前申込】
渇　１０㎞以上のコース＝２,０００円
※　事前申込に限り、多摩信用金庫から申し込むと
５００円割引になります。
【当日申込】
渇　５㎞コース（１日当たり）＝一般５００円、中・高校
生２００円、小学生以下無料

渇　１０㎞以上のコース（１日当たり）＝一般１,２００円、
中・高校生５００円、小学生以下無料

申込書配布場所　総務課（市役所本庁舎１階）、市役
所第二庁舎１階受付、公民館各館、保健センター、総
合体育館、栗山公園健康運動センター、図書館本館、
多摩信用金庫小金井支店・小金井南口支店ほか
その他　渇歩行形態は全コース自由です。休憩・昼食
はいつでもとれます。渇小学生以下は保護者、障がい
のある方は介助者の同伴が必要です。
主　催　㈳日本ウオーキング協会、朝日新聞社、東京
都西部公園緑地事務所、（公財）東京都公園協会、小

金井市
申込方法　事前申込は、４月１０日までに、電話で㈳日
本ウオーキング協会へ。

　ゼッケン、コース地図、記念品等の袋詰め作業をし
ていただける方を募集します（昼食付き）。ご協力い
ただいた方は、無料でウオーキングフェスタ東京に参
加できます。
と　き　４月２９日（祝）午前１０
時～午後３時
ところ　総合体育館
対　象　高校生世代以上の方
募集人数　６０人（申込順）
申込方法　３月１７日～２４日に、
電話で市生涯学習課へ。

事前準備ボランティア募集
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　第２０回ウオーキングフェスタ東京ツーデー
マーチを都立小金井公園で５月２日（土）、
３日（祝）の２日間開催します。
　テーマは昨年同様に「やさしく、楽しい健
康づくりは歩くことから。みんなで参加し地
域を知ろう。仲間になろう」です。

　申込方法など大会の詳細は、申込書または
㈳日本ウオーキング協会ホームページ（http: 
//www.walking.or.jp/）をご覧ください。
問合先　㈳日本ウオーキング協会（☎０３−
５２５６−７８５５）、市生涯学習課（☎０４２−３８６−
２４６２）

５月2日（土）・3日（祝５月2日（土）・3日（祝））
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こきんちゃん
あんぱん
（さくらあん）を
販売中です

春限定春限定！！

市イメージキャラクターこきんちゃんグッズ小金井平和の日制小金井平和の日制定定
記念式典を開催しまし記念式典を開催しましたた



27・3・15 2

◆◆各種審議会等の開催日程◆◆
問合先内　容ところと　き名　称

保育課保育係
（☎０４２−３８７−９８４６）

公立保育園の現状確認と保護者が
求める事業について

市役所第二庁舎８階
８０１会議室

３月２４日（火）
１９：３０〜公立保育園運営協議会

環境政策課環境係
（☎０４２−３８７−９８１７）第２次環境基本計画等について前原暫定集会施設２

階Ｂ会議室
３月２５日（水）
９：３０〜環境審議会

交通対策課交通対策係
（☎０４２−３８７−９８５０）

春の交通安全運動推進要領等につ
いて

市役所第二庁舎８階
８０１会議室

３月２６日（木）
１０：００〜交通安全推進協議会

公民館本館
（☎０４２−３８３−１１８４）公民館事業の審議　ほか公民館本館学習室

Ａ・Ｂ
３月２６日（木）
１０：００〜第１６回公民館運営審議会

児童青少年課児童青少年係
（☎０４２−３８７−９８４７）専門委員会の報告　ほか市役所第二庁舎８階

８０１会議室
３月２６日（木）
１４：００〜第１回青少年問題協議会

職員課給与厚生係
（☎０４２−３８７−９８０９）特別職の報酬等について市役所本庁舎３階第

一会議室
３月２６日（木）
１６：００〜特別職報酬等審議会

交通対策課交通対策係
（☎０４２−３８７−９８５０）

ＣｏＣｏバスにおける諸問題につい
て

市役所第二庁舎８階
８０１会議室

３月２７日（金）
１０：００〜地域公共交通会議

健康課健康係
（☎０４２−３２１−１２４０）保健衛生事業について保健センター１階大

会議室
３月２７日（金）
１３：３０〜市民健康づくり審議会

企画政策課企画政策係
（☎０４２−３８７−９８００）

市民参加条例の運用状況等につい
て

前原暫定集会施設２
階Ｂ会議室

３月２７日（金）
１８：００〜第４０回市民参加推進会議

経済課消費生活係
（☎０４２−３８７−９８３１）

これからの消費者行政の在り方に
ついて

前原暫定集会施設１
階Ａ会議室

３月３０日（月）
１４：００〜消費生活審議会

　

平
成　

年　

月
６
日
に
欠
員

２６

１１

と
な
っ
た
固
定
資
産
評
価
員
の

後
任
と
し
て
、
川
上
秀
一
副
市

長
が
平
成　

年
第
１
回
市
議
会

２７

定
例
会
に
お
い
て
、
議
会
の
同

意
を
得
て
、
２
月　

日
付
け
を

２４

も
っ
て
固
定
資
産
評
価
員
に
就

任
し
ま
し
た
。

　

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し
に

よ
り
、
図
書
館
貫
井
北
分
室
の
開

館
に
伴
い
利
用
が
激
減
し
た
、
移

動
図
書
館
車
（
あ
お
ぞ
ら
号
）
の

運
行
を
３
月　

日
で
終
了
し
ま

３１

す
。

　

移
動
図
書
館
車
は
、
市
の
北
西

地
域
に
図
書
館
施
設
が
建
設
さ
れ

る
ま
で
の
代
替
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
、
昭
和　

年
か
ら
、
同
地
域
を

６２

中
心
に
運
行
し
て
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
を
図
る
た
め
、
西
之
台
会
館
図

書
室
の
開
館
日
お
よ
び
、
開
館
時

間
を
、
次
の
と
お
り
拡
充
す
る
こ

と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

拡
充
の
時
期
な
ど
詳
し
く
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

休
館
日　

第
２
・
４
水
曜
日
、
祝

日
、
西
之
台
会
館
休
館
日
、
年
末

年
始
等

開
館
時
間　

午
前　

時
～
午
後
５

１０

時問
合
先　

図
書
館
本
館
（
☎　

儿
０４２

　

儿
１
１
３
８
）

３８３
 　

平
成　

年
度
か
ら
東
セ
ン
タ
ー

２７

の
業
務
見
直
し
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
利
用
者
の
ご
意
見
を
伺
う
た

め
、
利
用
者
懇
談
会
を
開
催
し
ま

東
セ
ン
タ
ー
（
図
書
館
東

分
室
・
公
民
館
東
分
館
）

利
用
者
懇
談
会

す
。

【
第
１
回
】

と　

き　

３
月　

日
（
水
）
公
民

２５

館
＝
午
後
２
時
～
３
時
、
図
書
館

＝
午
後
３
時
～
４
時

と
こ
ろ　

公
民
館
東
分
館
集
会
室

【
第
２
回
】

と　

き　

３
月　

日
（
木
）
図
書

２６

館
＝
午
後
６
時
～
７
時
、
公
民
館

＝
午
後
７
時
～
８
時

と
こ
ろ　

公
民
館
東
分
館
和
室

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

申
込
方
法　

当
日
直
接
会
場
へ
。

問
合
先　

図
書
館
本
館
（
☎　

儿
０４２

　

儿
１
１
３
８
）
、
公
民
館
本
館

３８３（
☎　

儿　

儿
１
１
８
４
）

０４２

３８３

 　

平
成　

年
４
月　

日
に
発
表
し

２６

２８

ま
し
た
下
水
道
使
用
料
の
請
求
漏

れ
に
つ
い
て
、
現
在
の
状
況
を
報

告
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
市
で
は
、
請
求
漏
れ

と
な
っ
た
使
用
者
の
方
に
対
し
、

個
別
に
訪
問
を
行
い
、
一
連
の
謝

罪
と
と
も
に
徴
収
開
始
の
お
知
ら

せ
、
ま
た 
遡 
及
分
下
水
道
使
用
料

そ

の
納
入
を
お
願
い
し
、
ご
理
解
を

求
め
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
平
成　

年
２
月
末

２７

日
で
、　

件
、　

万
３
千　

円

１５７

７２０

３５４

（
納
期
限
が
到
来
し
た
も
の
の
う

ち
、　

・
８
％
）
の
納
付
を
い
た

９６

だ
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
市
で
は
下
水
道
使
用
開

始
時
の
現
地
調
査
の
徹
底
、
事
務

下
水
道
使
用
料
の
請
求
漏
れ

に
係
る
状
況
に
つ
い
て

処
理
手
順
を
見
直
し
、
確
認
体
制

の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
排
水
設

備
指
定
工
事
店
に
対
し
、
必
要
な

届
け
出
の
徹
底
を
図
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
同
様
の
事
例
は

以
後
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い

よ
う
業
務
に
当
た
る
と
と
も
に
、

引
き
続
き
遡
及
分
の
下
水
道
使
用

料
を
納
入
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

努
め
ま
す
。

問
合
先　

下
水
道
課
業
務
設
備
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
２
８
）

０４２

３８７

 　

５
年
に
１
度
行
わ
れ
る
国
勢
調

査
が
、
平
成　

年　

月
１
日
を
基

２７

１０

準
日
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

国
勢
調
査
は
、
日
本
に
住
ん
で

い
る
全
て
の
人
を
対
象
に
行
う
も

の
で
、
国
の
最
も
基
本
的
な
統
計

調
査
で
す
。
こ
の
た
び
、
調
査
を

支
援
し
て
い
た
だ
く
調
査
員
を
募

集
し
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
で
は
、
次
の
よ
う

に
調
査
方
式
を
変
更
し
ま
す
。

▽　

世
帯
に
訪
問
し
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
回
答
の
利
用
案
内
を
配

布
し
ま
す
。

▽　

後
日
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回

答
を
し
て
い
な
い
世
帯
に
対
し

て
紙
の
調
査
票
を
配
布
し
、
回

収
し
ま
す
。

任
命
期
間　

平
成　

年
８
月
下
旬

２７

～　

月
下
旬
（
予
定
）

１０
内　

容　

▽
説
明
会
へ
の
出
席　

▽
調
査
区
要
図
（
地
図
）
、
調
査

世
帯
一
覧
の
作
成　

▽
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
回
答
の
利
用
案
内
を
配
布

▽
調
査
票
の
個
別
配
布
・
回
収　

▽
調
査
書
類
の
提
出

調
査
件
数　

１
調
査
区　

～　

世

４０

７０

帯
程
度
。
原
則
２
調
査
区
を
担
当

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

報　

酬　

７
万
円
程
度
（
２
調
査

区
担
当
の
場
合
の
予
定
額
）

応
募
資
格　

▽　

歳
以
上
の
調
査

２０

活
動
が
で
き
る
健
康
な
方　

▽
警

察
、
選
挙
、
税
務
事
務
に
従
事
し

平
成　

年
国
勢
調
査
の

２７

調
査
員
を
募
集
し
ま
す

て
い
な
い
方　

▽
暴
力
団
員
そ
の

他
の
反
社
会
的
勢
力
に
該
当
し
な

い
方

申
込
書
配
布　

総
務
課
（
市
役
所

本
庁
舎
１
階
）
、
市
役
所
第
二
庁

舎
１
階
受
付
、
公
民
館
各
館
、
東

小
金
井
駅
開
設
記
念
会
館
、
上
之

原
会
館
、
桜
町
上
水
会
館
、
前
原

町
西
之
台
会
館
、
婦
人
会
館
、
図

書
館
本
館
、
総
合
体
育
館
、
栗
山

公
園
健
康
運
動
セ
ン
タ
ー
、
福
祉

会
館
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
市
立
は

け
の
森
美
術
館
で
配
布
す
る
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申　

込　

４
月　

日
ま
で
の
午
前

１０

９
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
４
時

　

分
（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を
除

３０く
）
に
、
市
指
定
の
申
込
書
に
必

要
事
項
を
明
記
し
、
直
接
、
総
務

課
庶
務
係
（
☎　

儿　

儿
１
１
１

０４２

３８３

１
内
線
２
４
１
６
）
へ
。

※　

簡
単
な
面
談
を
実
施
す
る
た

め
、
申
込
書
は
、
受
験
者
本
人

が
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
（
代

理
の
方
や
郵
送
に
よ
る
提
出
は

で
き
ま
せ
ん
）

 
【
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、

市
・
都
民
税
、
軽
自
動
車
税
、

法
人
市
民
税
】

　

金
融
機
関
な
ど
で
市
税
を
納
め

る
こ
と
が
で
き
な
い
方
の
た
め

に
、
夜
間
納
税
窓
口
を
開
設
し
ま

す
。
ま
た
、
事
情
に
よ
り
一
度
に

納
め
る
こ
と
が
困
難
な
方
は
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

と　

き　

３
月　

日
（
月
）
、　

２３

２４

日
（
火
）
、　

日
（
木
）
、　

日

２６

２７

（
金
）
、
い
ず
れ
も
午
後
８
時
ま

でと
こ
ろ　

納
税
課
（
市
役
所
第
二

庁
舎
３
階
）

※　

東
側
職
員
通
用
口
か
ら
入

り
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

問
合
先　

納
税
課
納
税
係
（
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
２
３
）

３８７ 夜
間
納
税
窓
口
を

開
設
し
ま
す

 　

樹
林
地
（
樹
木
の
集
団
）
、
樹

木
、
生
け
垣
は
、
そ
の
所
有
者
等

の
申
請
に
基
づ
き
保
全
緑
地
と
し

て
指
定
し
、
緑
地
保
全
協
定
を
締

結
し
た
う
え
で
、
奨
励
金
の
交
付

等
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

　

指
定
期
間
は
、
い
ず
れ
も
５
年

間
（
４
月
１
日
～
平
成　

年
３
月

３２

　

日
）
で
す
。

３１
　

な
お
、
平
成　

年
度
に
協
定
を

２２

結
ん
だ
方
は
、
３
月　

日
を
も
っ

３１

て
、
指
定
期
間
が
満
了
し
ま
す
。

継
続
を
希
望
す
る
方
は
、
更
新
手

続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

４
月
１
日
（
水
）
～

　

日
（
木
）

３０【
環
境
保
全
緑
地
】

▽　

環
境
緑
地
＝
現
状
の
ま
ま
保

全
さ
れ
る
こ
と
が
確
約
さ
れ
る

樹
木
の
集
団
（
植
木
畑
お
よ
び

果
樹
園
等
の
農
地
を
除
く
）
が

あ
り
、
お
お
む
ね　

平
方
㍍
以

５００

上
で
、
面
的
な
つ
な
が
り
が
あ

る
土
地

▽　

公
共
緑
地
＝
公
共
の
た
め
に

使
用
さ
れ
る
こ
と
が
確
約
さ

れ
、
お
お
む
ね　

平
方
㍍
以
上

５００

で
、
面
的
な
つ
な
が
り
が
あ
る

土
地

助
成
内
容　

固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
の　

％
を
減
免
（
公
共
緑

８０

地
は
全
額
免
除
）
し
ま
す
。

　

環
境
緑
地
は
、
市
が
賠
償
責
任

保
険
を
契
約
し
ま
す
。

　

ま
た
、
環
境
緑
地
の
う
ち
、

「
は
け
」
と
呼
ば
れ
る
国
分
寺 
崖 がい

線
の
樹
木
の
集
団
（
屋
敷
林
を
含

む
）
は
、
１
平
方
㍍
に
つ
き
年
額

　

円
の
維
持
管
理
奨
励
金
を
交
付

２０し
ま
す
。

【
保
存
樹
木
】

　

地
上
か
ら
１
・
５
㍍
の
高
さ
に

お
け
る
幹
周
が
１
・
５
㍍
以
上
の

樹
木
ま
た
は
高
さ
が　

㍍
以
上
の

１０

樹
木

助
成
内
容　

市
が
賠
償
責
任
保
険

を
契
約
し
ま
す
。

保
全
緑
地
の
申
請
を

受
け
付
け
ま
す

　

ま
た
、
肥
培
管
理
費
と
し
て
、

樹
木
１
本
に
つ
き
年
額
２
千
円
の

奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

【
保
存
生
け
垣
】

　

長
さ
が　

㍍
以
上
で
、
高
さ
が

１０

１
㍍
以
上
あ
り
、
幅
員
４
㍍
以
上

の
道
路
に
面
し
て
い
る
生
け
垣

（
１
㍍
未
満
の
間
隔
で
連
続
す
る

２
軒
の
連
続
す
る
生
け
垣
で
条
件

を
満
た
す
も
の
を
含
む
）

助
成
内
容　

管
理
費
と
し
て
、
１

㍍
に
つ
き
年
額　

円
（
１
万
５
千

３００

円
を
限
度
）
の
奨
励
金
を
交
付
し

ま
す
。

申
請
・
問
合
先　

環
境
政
策
課
緑

と
公
園
係
（
市
役
所
第
二
庁
舎
４

階
☎　

儿　

儿
９
８
６
０
）

０４２

３８７

 
社
会
福
祉
協
議
会
取
扱
分

◎
１
月
分　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

【
一
般
寄
附
】

▽
１
万
７
千　

円
＝
イ
ト
ー
ヨ
ー

１７０

善善
意意
のの

輪輪

カ
ド
ー
労
働
組
合
武
蔵
小
金
井
支

部　

▽
８
千　

円
＝
匿
名

９７９

【
特
定
寄
附
】

◆
交
通
災
害
等
遺
児
の
た
め
に

▽
８
万
円
＝
花
筏

◆
障
が
い
者
の
た
め
に

▽
８
千　

円
＝
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー

６００

ト
ナ
ー
ズ

◆
バ
ス
購
入
の
た
め
に

▽
９
万
９
千　

円
＝
東
京
小
金
井

８３５

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ　

▽
１
万
円

＝
雨
宮
安
雄

固
定
資
産
評
価
員
に
川
上
秀
一
副
市
長
が
就
任

図
書
館
サ
ー
ビ
ス

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
のの

変
更
に
つ
い

変
更
に
つ
い
てて
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27・3・153

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

子
ど
も
の
笑
顔
を
み
ん
な
で
守
る

虐
待
か
な
？
と
思
っ
た
ら

（
通
告
・
相
談
）

▽
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

（
相
談
窓
口
）

　

☎　

儿　

儿
３
１
４
６
＝
月
曜
〜

０４２

３２１

土
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▽
東
京
都
小
平
児
童
相
談
所

（
緊
急
時
）

　

☎　

儿　

儿
３
７
１
１
＝
月
曜
〜

０４２

４６７

金
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時　
４５

分
▽
東
京
都
児
童
相
談
セ
ン
タ
ー

（
夜
間
・
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
・
年

末
年
始
の
緊
急
時
）

　

☎　

儿
５
９
３
７
儿
２
３
３
０

０３

　

教
育
委
員
会
で
は
、
市
立
各

小
・
中
学
校
の
運
営
に
関
す
る
基

本
的
な
方
針
や
重
要
な
活
動
に
つ

い
て
、
保
護
者
や
地
域
住
民
の
方

の
協
力
を
得
て
、
よ
り
一
層
開
か

れ
た
学
校
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
公
立
学
校
運
営
連
絡
会
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

　

同
連
絡
会
は
、
各
校　

人
以
内

１０

で
、
校
長
・
副
校
長
の
ほ
か
、
外

部
委
員
で
構
成
し
ま
す
。
そ
の
う

ち
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
委
員
を

募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員　

各
学
校
２
人
以
内

対　

象　

市
立
小
・
中
学
校
の
通

学
区
域
内
に
居
住
し
て
い
る
平
成

　

年
５
月
１
日
現
在　

歳
以
上
の

２７

２０

方※　

す
で
に
市
が
設
置
し
て
い
る

附
属
機
関
等
の
委
員
の
方
は
、

原
則
と
し
て
一
つ
ま
で
し
か
他

の
附
属
機
関
の
委
員
を
兼
ね
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
（
臨
時

的
・
時
限
的
に
設
置
さ
れ
る
附

属
機
関
等
は
、
そ
の
他
に
一
つ

に
限
り
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
ま

す
）

※　

市
の
関
係
者
を
除
く
。

任　

期　

５
月
１
日
～
平
成　

年
２８

３
月　

日
（
３
回
程
度
開
催
）

３１

報　

酬　

無
償

選
考
方
法　

作
文
と
面
接

選
考
結
果　

応
募
者
全
員
に
選
考

結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
提
出

し
て
い
た
だ
い
た
作
文
は
、
選
考

後
返
却
し
ま
す
。

選
考
基
準　

必
要
な
方
は
、
各
学

校
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法　

４
月
２
日
（
消
印
有

効
）
ま
で
に
、
作
文
（　

字
以

８００

内
・
課
題
＝
「
地
域
住
民
と
し
て

学
校
に
果
た
せ
る
役
割
に
つ
い

て
」
）・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
明
記
し
、
郵
送
ま
た

は
直
接
、
該
当
す
る
通
学
区
域
内

の
学
校
へ
。

※　

応
募
は
１
校
の
み
で
す
。

問
合
先　

各
学
校

公
立
学
校
運
営
連
絡

公
立
学
校
運
営
連
絡
会会

委
員
を
募
集
し
ま

委
員
を
募
集
し
ま
すす

電話番号所在地学校名

３８３−１１４１本町１−１−６第一小学校
３８３−１１４２桜町２−３−５８第二小学校
３８３−１１４３梶野町５−７−１第三小学校
３８３−１１４４貫井南町３−９−１第四小学校
３８３−１１４５東町４−２５−６東小学校
３８３−１１４６前原町３−４−２２前原小学校
３８３−１１４７本町５−２９−２１本町小学校
３８３−１１４８緑町４−１５−３９緑小学校
３８３−１１４９前原町２−２−１南小学校
３８３−１１６１桜町２−３−１５第一中学校
３８３−１１６２中町１−８−２５第二中学校
３８３−１１６３東町１−５−３３東中学校
３８３−１１６４緑町２−１１−４７緑中学校
３８３−１１０５貫井南町１−２６−１南中学校

※　表中、市外局番０４２を省略しています。

各
種
講
演
会
、
講
習
会
、
大
会
、

ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、

芸
能
文
化
事
業
、
調
査
研
究
発

表
、
資
料
作
成
事
業
、
そ
の
他
認

め
ら
れ
る
も
の

補
助
回
数　

５
回
ま
で
（
１
年
に

１
回
）

申
請
書
配
布　

３
月　

日
（
月
）

１６

か
ら
、
生
涯
学
習
課
（
市
役
所
第

二
庁
舎
７
階
）
で
。

申
請
期
間　

４
月
１
日
（
水
）
～

　

日
（
木
）
の
午
前
８
時　

分
～

３０

３０

正
午
、
午
後
１
時
～
５
時
（
土

曜
・
日
曜
・
祝
日
を
除
く
）

そ
の
他　

補
助
対
象
額
等
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
先　

生
涯
学
習
課
生

涯
学
習
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
７

０４２

３８７

９
）

 　

幼
児
期
の
親
子
の
た
め
の
友
達

づ
く
り
の
場
で
す
。
楽
し
い
活
動

を
行
い
な
が
ら
交
流
し
、
地
域
の

子
育
て
の
輪
を
広
げ
ま
せ
ん
か
。

対　

象　

原
則
１
年
間
継
続
で
き

る
、
平
成　

年
４
月
１
日
現
在
、

２７

２
歳
以
上
の
市
内
在
住
の
未
就
学

児
と
保
護
者

活
動
日

▽　

本
町
児
童
館
・
貫
井
南
児
童

館
・
緑
児
童
館
＝
毎
週
火
曜
・

金
曜
日
の
い
ず
れ
か

▽　

東
児
童
館
＝
２
歳
児
は
毎
週

児
童
館
の
幼
児
グ
ル
ー
プ
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

木
曜
・
金
曜
日
の
い
ず
れ
か
、

３
歳
児
以
上
は
毎
週
火
曜
日

※　

い
ず
れ
も
午
前　

時
～　

時

１０

１１

　

分
３０

説
明
会　

緑
児
童
館
＝
４
月
７
日

（
火
）
、
本
町
・
東
・
貫
井
南
児

童
館
＝
４
月
８
日
（
水
）
、
い
ず

れ
も
午
前　

時
～　

時

１０

１１

そ
の
他　

▽
詳
細
は
、
各
児
童
館

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
▽

複
数
の
児
童
館
に
申
し
込
む
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
方
法　

各
児
童
館
で
行
う
説

明
会
で
受
け
付
け
ま
す
。

問
合
先　

本
町
児
童
館
（
☎　

儿
０４２

　

儿
１
１
７
６
）
、
東
児
童
館

３８３（
☎　

儿　

儿
１
１
７
７
）
、
貫

０４２

３８３

井
南
児
童
館
（
☎　

儿　

儿
９
７

０４２

３８３

７
７
）
、
緑
児
童
館
（
☎　

儿　
０４２

３８３

儿
６
９
１
０
）

 　

リ
ズ
ム
遊
び
、
離
乳
食
の
話
、

同
じ
地
域
の
方
と
の
交
流
等
を
通

エ
ン
ジ
ェ
ル
教
室

じ
て
育
児
を
学
び
ま
す
。

と　

き　

４
月
９
日
（
木
）
、　
２３

日
（
木
）
午
前　

時
～　

時　

分

１０

１１

３０

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

対　

象　

４
～
５
か
月
児
と
保
護

者申　

込　

電
話
ま
た
は
直
接
、
子

ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎　
０４２

儿　

儿
３
１
４
１
＝
月
曜
・
日
曜

３２１
日
を
除
く
）
へ
。

 

第
２
回
定
例
会

（
２
月　

日
開
催
）

１０

【
議　

題
】

▽　

教
育
長
の
職
務
に
専
念
す
る

義
務
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の

制
定
依
頼
に
つ
い
て
＝
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
た
。

▽　

教
育
長
の
勤
務
時
間
、
休

日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の

制
定
依
頼
に
つ
い
て
＝
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
た
。

▽　

小
金
井
市
教
育
委
員
会
事
務

局
等
職
員
給
与
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
依
頼

に
つ
い
て
＝
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
た
。

▽　

小
金
井
市
教
育
委
員
会
事
務

局
等
職
員
給
与
条
例
の
特
例
に

関
す
る
条
例
の
制
定
依
頼
に
つ

い
て
＝
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

た
。

▽　

小
金
井
市
私
立
幼
稚
園
等
園

児
保
護
者
補
助
金
の
交
付
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
依
頼
に
つ
い
て
＝

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。

▽　

小
金
井
市
私
立
幼
稚
園
等
園

児
保
護
者
補
助
金
の
交
付
に
関

す
る
条
例
施
行
規
則
を
廃
止
す

る
規
則
に
つ
い
て
＝
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
た
。

▽　

小
金
井
市
奨
学
資
金
支
給
条

例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則
の
代
理
処
理
に
つ
い
て

＝
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

▽　

小
金
井
市
文
化
財
指
定
の
諮

問
に
つ
い
て
＝
原
案
ど
お
り
諮

問
す
る
こ
と
と
決
定
さ
れ
た
。

▽　

東
セ
ン
タ
ー
の
事
業
運
営
等

に
つ
い
て
＝
原
案
ど
お
り
承
認

さ
れ
た
。

【
報
告
事
項
】

　

▽
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
状
況

に
つ
い
て　

▽
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ

ー
対
応
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
に
つ
い
て

▽
第
６
回
中
学
生
「
東
京
駅
伝
」

大
会
に
つ
い
て　

▽
平
成　

年
度

２６

小
金
井
教
育
の
日
に
つ
い
て　

▽

平
成　

年
度
成
人
の
日
記
念
行
事

２６

に
つ
い
て　

▽
第　

回
多
摩
郷
土

２７

誌
フ
ェ
ア
に
つ
い
て　

▽
第　

回
１１

野
川
駅
伝
に
つ
い
て

　

会
議
録
（
平
成　

年
第
１
回
ま

２７

で
）は
、
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー（
市

役
所
第
二
庁
舎
６
階
）
、
図
書
館

本
館
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

◎
次
回
教
育
委
員
会
の
日
程

と
き
・
と
こ
ろ　

３
月　

日
２７

（
金
）
午
後
１
時　

分
、
市
役
所

３０

第
二
庁
舎
８
階　

会
議
室

８０１

　

傍
聴
を
希
望
す
る
方
は
、
会
議

室
で
傍
聴
券
を
お
受
け
取
り
く
だ

さ
い
。

　

請
願
は
、
い
つ
で
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

問
合
先　

庶
務
課
（
市
役
所
第
二

庁
舎
７
階
☎　

儿　

儿
９
８
７

０４２

３８７

２
）

申
請
資
格　

市
社
会
教
育
関
係
団

体
と
し
て
、
登
録
後
１
年
以
上
実

績
が
あ
る
団
体

対
象
事
業　

社
会
教
育
を
目
的

に
、
一
般
市
民
を
対
象
と
し
た
、

市
社
会
教
育
関
係
団
体
へ

平平平平平平平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成成成成成成成

年年年年年年年年年年年年年年年年

平
成　

年
度度度度度度度度度度度度度度度度度

２２２２２２２２２２２２２２２２７７７７７７７７７７７７７７７７２７
補補補補補補補補補補補補補補補補
助助助助助助助助助助助助助助助助
金金金金金金金金金金金金金金金金
のののののののののののののののの
交交交交交交交交交交交交交交交交

　

補
助
金
の
交
付付付付付付付付付付付付付付付付付

　

こ
こ
に
記
載
の
な
い
行
事
や

各
行
事
の
詳
細
な
ど
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
、
公
立
小
・
中
学
校
に
配
布

し
て
い
る
「
毎
月
の
た
よ

り
」
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

◎
各
館
共
通

□未
 

＝
未
就
学
児
対
象
（
保
護
者

同
伴
）

□小
 

＝
小
学
生
対
象

□中
 

＝
中
学
生
対
象

□高
 

＝
高
校
生
世
代
対
象

　

◎
共
通
休
館
日

　

日
曜
日
、　

日
（
祝
）
、　

２９

３０

日
（
木
）

【
小
学
生
グ
ル
ー
プ
募
集
】

低
学
年
グ
ル
ー
プ　

本
町
・

東
・
緑
児
童
館
は
、
毎
週
火
曜

日
ま
た
は
金
曜
日
に
、
貫
井
南

児
童
館
は
毎
週
火
曜
日
に
活

動
。
１
～
３
年
生
対
象

高
学
年
グ
ル
ー
プ　

毎
週
水
曜

日
に
活
動
。
４
～
６
年
生
対
象

今
月
の
お
も
ち
ゃ
病
院　

東
児

童
館
＝
１
日
（
水
）
。
緑
児
童

館
＝　

日
（
月
）
。
貫
井
南
児

１３

童
館
＝　

日
（
水
）
。
い
ず
れ

１５

も
午
前　

時
～
午
後
１
時
、
１

１０

件　

円
１００

 
だ
ん
ご
と 
笹 
舟
作
り　
　

日

さ
さ

１８

（
土
）
午
後
１
時
～
３
時
、
雨

天
中
止
。
都
立
武
蔵
野
公
園
く

じ
ら
山
。
タ
オ
ル
、
飲
み
物
を

持
参
、
動
き
や
す
い
服
装
で
。

高
校
生
以
上
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集
中
、
貫
井
南
児
童
館
へ
。

 
乳
幼
児
の
つ
ど
い
□未
 
　
　

日
２０

（
月
）、　

日（
月
）は
０
～
２
歳

２７

児
交
流
会
。　

日（
水
）、　

日

１５

２２

（
水
）は
１
歳
児
交
流
会
。　

日
２２

は
誕
生
日
会
。　

日（
木
）、　

１６

２３

日（
木
）は
０
歳
児
交
流
会
。　
２３

日
は
誕
生
日
会
。
い
ず
れ
も
午

前　

時
～
午
後
２
時

１０
祝
！
も
う
中
・
高
校
生
！
進
級
・

入
学
お
め
で
と
う
交
流
会
□中
 

□高
 

３
日
（
金
）
午
後
２
時
か
ら
、

料
理
等

 
常
設
子
育
て
ひ
ろ
ば
□未
 
　

月
曜

～
土
曜
日
午
前　

時
～
午
後
４

１０

時
。
１
日
（
水
）
は
お
は
な
し

会
。
６
日
（
月
）は
誕
生
日
会
。

　

日
（
土
）
は
お
と
う
さ
ん
も

１１い
っ
し
ょ
。　

日
（
月
）
は
工

１３

作
。　

日
（
月
）
は
え
ほ
ん
の

２０

日
。　

日
（
火
）
は
手
遊
び
。

２１

い
ず
れ
も
午
前　

時
か
ら
。

１１

東
児
童
館
運
営
会
議　
　

日
１８

（
土
）
午
後
１
時　

分
か
ら

３０

専
門
相
談
事
業　
　

日
（
火
）

１４

思
春
期
相
談
、
２
日
（
木
）
子

育
て
相
談
。
い
ず
れ
も
午
前　
１０

時
～
午
後
２
時
（
随
時
受
付
）

中
高
校
生
世
代
あ
つ
ま
れ　
！！

「
ぷ
れ
い
す
Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｊ
Ｉ
」

□中
 

□高
 
　

毎
週
水
曜
日
午
後
６
時

～
８
時
。　

日
は
新
入
生
歓
迎

１５

会
、　

円
。　

日
は
ひ
が
じ
ベ

５０

２２

ー
カ
リ
ー
①
「
も
ち
も
ち
ド
ー

ナ
ツ
」
、　

円
１００

 
乳
幼
児
の
つ
ど
い
□未
 
　

９
日
～

　

日
の
毎
週
木
曜
日
は
２
歳
ま

２３で
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
。　

日
１３

～　

日
の
毎
週
月
曜
日
は
１
歳

２７
児
交
流
会
。　

日
は
誕
生
日
会

２０

と
昼
食
会
、
煮
込
み
う
ど
ん
、

　

円
。　

日
（
水
）
、　

日

１００

１５

２２

（
水
）
は
０
歳
児
交
流
会
。
い

ず
れ
も
午
前　

時　

分
～
午
後

１０

３０

２
時

プ
レ
・
ス
ペ
ヌ
ク
□中
 

□高
 
　
　

日
１０

（
金
）
、　

日
（
金
）
午
後
４

１７

時
～
６
時
、　

日
は
新
１
年
生

１０

歓
迎
会
、　

円
。　

日
は
バ
ス

１００

１７

ケ
３
オ
ン
３

中
・
高
校
生
世
代
の
ス
ペ
ー
ス

＠
ヌ
ク
イ
□中
 

□高
 
　
　

日
（
金
）、

１０

　

日
（
金
）午
後
５
時
～
８
時
、

１７
　

日
は
、
午
後
６
時　

分
か
ら

１７

３０

夏
期
ク
ラ
ブ
作
戦
会
議

バ
ン
ド
ス
タ
ジ
オ
貸
出
□中
 

□高
 
　

グ
ル
ー
プ
、
個
人
い
ず
れ
も

可
、
要
事
前
申
込
（
電
話
可
）

サ
タ
デ
ィ
・
ス
ク
エ
ア
□中
 

□高
 
　

土
曜
日
に
育
成
室
を
グ
ル
ー
プ

貸
出
、
要
事
前
申
込（
電
話
可
）

 
ほ
の
ぼ
の
サ
ロ
ン
（
乳
幼
児
の

つ
ど
い
）
□未
 

　

６
日
か
ら
の
毎

週
月
曜
～
金
曜
日
午
前　

時
～

１０

午
後
３
時
、
乳
幼
児
と
保
護
者

の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
。
９
日
～

　

日
の
毎
週
木
曜
日
は
０
歳
児

２３ひ
よ
こ
。
８
日
～　

日
の
毎
週

２２

水
曜
日
は
１
歳
児
あ
そ
ぼ
う

よ
。
い
ず
れ
も
午
前　

時
～
正

１０

午
。　

日
は
昼
食
会
。　

日
は

１５

２２

誕
生
日
会
、
午
前　

時　

分
か

１１

３０

らパ
パ
も
お
い
で
よ　
　

日（
土
）

２５

午
前　

時
～
正
午

１０

お
は
な
し
の
と
び
ら
の
新
一
年

生
歓
迎
会
□未
 

□小
 
　
　

日
（
木
）

２３

午
後
３
時　

分
～
４
時　

分
、

３０

３０

お
話
会
、
影
絵
、
ゲ
ー
ム

ロ
ビ
ン
ソ
ン
ク
ラ
ブ
□未
 

□小
 
　
　
２７

日
（
月
）午
後
３
時　

分
か
ら
、

３０

飛
び
出
す
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド

作
り
、　

円
１００

４
月
の
じ
ど
う
か
ん

４
月
の
じ
ど
う
か
ん

４
月
の
じ
ど
う
か
ん
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健
康
課
健
康
係（
☎
042―

321―

１
２
４
０
）

問合先　健康課
内　容ところと　き

▷身体測定、育児および保健・栄
養相談
▷母乳相談（公民館東分館、婦人
会館のみ）
▷歯科相談（公民館東分館のみ）
▷身体測定のみも可。気軽に直接
会場へお越しください。

公民館貫
井南分館

４月１日（水）
１３：３０〜１５：３０

乳幼児健康相談
（のびのび広場
相談）

婦人会館４月１４日（火）
１３：３０〜１５：３０

公民館東
分館

４月１５日（水）
１３：３０〜１５：３０

福祉会館４月２８日（火）
１３：３０〜１５：３０

▷身体測定、育児および保健相談
▷助産師の日は母乳相談（妊婦含
む）
▷身体測定のみも可　▷相談は要
予約

保健セン
ター

▷助産師＝４月
９日（木）、２３日
（木）
▷保健師＝４月
２日（木）、１６日
（木）
いずれも９：３０
〜１１：３０

▷要予約（当日
も可）［担当医］北村〃４月２８日（火）

１３：３０〜１４：３０
歯科健康相談
（歯科医師）

▷血圧測定、健
康相談など
▷医師との相談
は１３：３０〜１４：
４５（要予約）

保健師のみ福祉会館
５階

４月１０日（金）
１３：３０〜１５：３０

成人健康相談
（医師・保健師）

［担当医］小林
（神経内科）、
広瀬（耳鼻咽喉
科）

公民館緑
分館

４月２４日（金）
１３：３０〜１５：３０

▷食生活で気になることや食事療
法、離乳食など
▷要予約　▷別の日程を希望の方
は、ご相談ください。

保健セン
ター

４月１７日（金）
１３：３０〜１５：３０

栄養相談
（管理栄養士）

※　保健師・管理栄養士・歯科衛生士による電話相談は随時受け付けます。

害害各種事業案内 各種事業案内 害害

対　象と　き健康診査名
平成２６年１２月
生まれの乳児
と母親

４／２（木）３〜４か月児
産婦健康診査 　／１６（木）

平成２５年９月
生まれの幼児

４／７（火）１歳６か月児
健康診査 　／２１（火）

平成２４年３月
生まれの幼児

４／８（水）３歳児
健康診査 　／２２（水）

　

平
成　

年
１
月
１
日
現
在
、
市

２７

内
に
土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
を

お
持
ち
の
方
に
は
、
平
成　

年
度

２７

分
の
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

が
課
税
さ
れ
ま
す
。
（
償
却
資
産

は
固
定
資
産
税
の
み
）

　

固
定
資
産
税
は
、
課
税
標
準
額

（
※
）
に
税
率
１
・
４
％
を
乗
じ

た
額
、
都
市
計
画
税
は
、
０
・
２

７
％
を
乗
じ
た
額
で
す
。

※　

課
税
標
準
額
＝
税
額
算
定
の

基
礎
と
な
る
価
格
で
、
原
則
と

し
て
そ
の
資
産
の
評
価
額
＝
固

定
資
産
評
価
基
準
（
全
国
的
に

統
一
さ
れ
た
評
価
に
な
る
よ
う

国
が
定
め
た
基
準
）
に
よ
っ
て

評
価
・
決
定
さ
れ
た
も
の

 
〈
土　

地
〉

　

宅
地
な
ど
の
評
価
額
は
、
地
価

公
示
価
格
の
７
割
を
め
ど
に
評
価

の
均
衡
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

【
課
税
標
準
の
特
例
措
置
】

　

住
宅
用
地
（
実
際
に
住
宅
の
敷

地
と
な
っ
て
い
る
土
地
で
、
住
宅

の
総
床
面
積
の　

倍
ま
で
の
面

１０

積
）
と
特
定
市
街
化
区
域
農
地

○
固
定
資
産
税
○

は
、
税
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
課

税
標
準
額
を
軽
減
し
て
い
ま
す
。

（
表
１
）

【
負
担
調
整
措
置
と
負
担
水
準
】

　

土
地
の
税
負
担
は
、
同
じ
評
価

額
の
土
地
で
あ
れ
ば
同
じ
税
負
担

と
な
る
よ
う
、
負
担
の
均
衡
化
を

図
る
た
め
の
負
担
調
整
措
置
が
と

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

宅
地
等
の
課
税
標
準
額
は
、
負

担
水
準
（
本
年
度
評
価
額
に
対
す

る
前
年
度
課
税
標
準
額
の
割
合
で

個
々
の
宅
地
の
課
税
標
準
額
が
評

価
額
に
対
し
て
ど
の
程
度
ま
で
達

成
し
て
い
る
か
を
示
す
も
の
・
表

２
）
に
応
じ
て
、
表
３
・
表
４
の

負
担
調
整
措
置
に
当
て
は
め
て
求

め
ま
す
。

　

平
成　

年
度
は
３
年
に
１
度
の

２７

固
定
資
産
の
評
価
を
見
直
す
評
価

替
え
の
年
に
な
り
、
土
地
に
つ
い

て
は
前
年
度
と
異
な
る
評
価
や
そ

れ
に
伴
う
価
額
の
変
動
が
あ
り
ま

す
。

　

平
成　

年
度
の
負
担
調
整
措
置

２７

は
、
見
直
し
後
の
評
価
額
と
平
成

　

年
度
の
課
税
標
準
額
と
を
比
較

２６し
、
そ
の
新
た
な
負
担
水
準
の
結

固定資産税（土地・住宅用地）の税額の算出例

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

小規模住宅用地（住宅の敷地１００
㎡）の場合
　平成２７年度の評価額
 ２１,３００,０００円
　平成２６年度の課税標準額
 ３,３３７,０００円
　平成２６年度の固定資産税額
 ４６,７１０円
 （端数処理で１０円未満切捨て）
平成２７年度の固定資産税額
①住宅用地課税標準の特例措置（表１）
 ２１,３００,０００円×１/６＝３,５５０,０００円
②負担水準を求めます（表２）
 ３,３３７,０００円÷３,５５０,０００円＝９４％
③負担調整措置
この土地の負担水準は９４％な
ので表３の１００％未満に該当

します。
平成２７年度課税標準額＝平成
２６年度課税標準額＋評価額×
１/６×５％
３,３３７,０００円＋２１,３００,０００円×
１/６×５％＝３,５１４,５００円
④税額
③で求めた課税標準額に税率
を乗じます。
３,５１４,５００円×１.４％ ＝４９,２００
円
平成２６年度に比べて２,４９０円
の増額になります。

※　この税額は、参考として算
出したものであり、実際は
１００㎡の土地でも個々に異な
ります。

果
で
判
断
す
る
た
め
、
固
定
資
産

税
が
上
昇
し
ま
す
。

　

負
担
水
準
の
割
合
が
低
け
れ

ば
、
本
来
の
あ
る
べ
き
水
準
ま
で

到
達
す
る
よ
う
に
年
々
上
昇
し
て

い
く
た
め
、
商
業
地
な
ど
の
非
住

宅
用
地
で
負
担
水
準
の
到
達
が
一

定
以
上
に
な
れ
ば
税
額
が
据
え
置

か
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
住

宅
用
地
や
特
定
市
街
化
区
域
農
地

な
ど
は
上
昇
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
負
担
調
整
措
置
は
、
急

激
な
税
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
、

な
だ
ら
か
に
上
昇
さ
せ
る
仕
組
み

で
す
。
（
参
考
の
計
算
式
は
左
表

の
と
お
り
）

〈
家　

屋
〉

　

評
価
額
が
課
税
標
準
額
で
す
。

【
新
築
・
増
築
し
た
家
屋
】

　

平
成　

年
１
月
２
日
～　

年
１

２６

２７

月
１
日
に
新
築
ま
た
は
増
築
し
た

家
屋
は
、
固
定
資
産
評
価
基
準
に

よ
っ
て
評
価
計
算
し
た
価
格
が
、

評
価
額
と
な
り
ま
す
。

【
平
成　

年
１
月
１
日
以
前
に
建

２６

築
し
た
家
屋
】

　

家
屋
の
評
価
は
、
３
年
に
１
度

の
評
価
替
え
を
行
う
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

評
価
替
え
に
よ
る
新
評
価
額

（
建
築
物
価
の
変
動
と
築
年
数
を

考
慮
し
た
額
）
と
平
成　

年
度
の

２６

評
価
額
と
を
比
較
し
て
、
低
い
方

の
評
価
額
を
平
成　

年
度
の
評
価

２７

額
と
し
ま
す
の
で
、
増
改
築
を
し

た
一
部
の
家
屋
を
除
い
て
は
、
前

年
の
評
価
額
を
上
回
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

〈
償
却
資
産
〉

　

事
業
に
使
用
し
て
い
る
償
却
資

産
に
対
し
て
課
税
さ
れ
る
固
定
資

産
税
は
、
定
率
法
に
よ
る
減
価
償

却
を
し
て
課
税
標
準
額
を
算
出

し
、
税
率
を
乗
じ
た
も
の
で
す
。

　

な
お
、
償
却
資
産
に
は
、
都
市

計
画
税
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

 
〈
土　

地
〉

　

固
定
資
産
税
と
同
様
の
負
担
調

整
措
置
と
な
り
ま
す
。

〈
家　

屋
〉

　

評
価
額
が
課
税
標
準
額
で
す
。

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

注
意
事
項　

今
年
の
税
制
改
正
の

内
容
に
よ
り
、
一
部
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
先　

資
産
税
課
（
☎　

儿　
０４２

３８７

儿
９
８
２
１
）

○
都
市
計
画
税
○

表１　特例率
都市計画税固定資産税特例措置の区分
評価額の1/3評価額の1/6小規模住宅用地（１戸につき２００㎡まで）

評価額の2/3評価額の1/3一般住宅用地（１戸につき総床面積×１０−
２００㎡）

評価額の2/3評価額の1/3特定市街化区域農地
表２　負担水準

 負担水準（％）＝ ×１００前年度課税標準額
本年度評価額×特例率（表１）

表３　住宅用地・特定市街化区域農地（表１）適用
負担調整措置負担水準

今年度評価額×1/6または1/3まで引き下げ
（本来の課税標準額）１００％以上

課税標準額（Ａ）＝前年度課税標準額＋（評価額
×1/6または1/3）×５％
・Ａが評価額の1/6または1/3を上回る場合、評価
額の1/6または1/3とする

・Ａが評価額の1/6または1/3の２０％を下回る場
合、評価額の1/6または1/3の２０％とする

１００％未満

表４　非住宅用地等（住宅用地以外の宅地、建築中の宅地を含む）
負担調整措置負担水準

評価額の７０％まで引き下げ７０％超
前年度課税標準額に据え置き６０％以上７０％以下
課税標準額（Ａ）＝前年度課税標準額＋評価額の５％

６０％未満 ・Ａが評価額の６０％を上回る場合は評価額の６０％
・Ａが評価額の２０％を下回る場合は評価額の２０％

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

平成27年度

納
税
通
知
書
は
５
月
１
日
（
予
定
）
に
郵
送
し
ま
す

そ
の
他　

▽
検
診
時
間
の
指
定
は

で
き
ま
せ
ん
。
▽
希
望
が
集
中
し

た
場
合
、
別
の
検
診
日
を
ご
案
内

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

申　

込　

３
月　

日
（
必
着
）
ま

２７

で
に
、
郵
送
（
１
人
１
通
）
で

「
保
健
セ
ン
タ
ー
乳
が
ん
検
診
希

望
」・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
・

受
診
希
望
日
（
３
つ
ま
で
。
午

前
・
午
後
の
希
望
）
を
明
記
し
、

健
康
課
（
〒　

儿
０
０
１
５
貫
井

１８４

北
町
５
儿　

儿　

）
へ
。

１８

１８

 　

災
害
に
備
え
て
乾
物
や
缶
詰
の

備
蓄
の
ポ
イ
ン
ト
と
普
段
の
食
事

へ
の
取
り
入
れ
方
や
、
バ
ラ
ン
ス

の
良
い
食
事
に
つ
い
て
の
講
義
・

栄
養
講
習
会

備
蓄
食
品
で 
美  
味 
し
く

お 

い

バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事

実
習
を
行
い
ま
す
。

と　

き　

４
月　

日
（
火
）
午
前

２８

　

時
～
正
午

１０と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

申　

込　

３
月　

日
か
ら
、
電
話

１６

で
健
康
課
へ
。

 
と　

き　

４
月
２
日
（
木
）
、　
１６

日
（
木
）
午
前
９
時　

分
～　

時

３０

１０

　

分
４５と

こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

対　

象　

１
歳
未
満
の
乳
児
（
標

準
的
な
接
種
年
齢
は
、
生
後
５
か

月
～
８
か
月
未
満
）

注
意
事
項　

前
日
の
夜
か
ら
接
種

す
る
腕
（
左
腕
）
へ
の
塗
り
薬
は

控
え
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　

当
日
直
接
会
場
へ
。

問
合
先　

健
康
課

 
と　

き　

４
月　

日（
月
）午
後
１

１３

時
か
ら
、
１
時　

分
か
ら
、
１
時

１５

　

分
か
ら
（
終
了
は
３
時
ご
ろ
）

３０と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

妊
婦
歯
科
健
診

対　

象　

お
お
む
ね　

～　

週
の

１６

２７

妊
婦
の
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

申　

込　

３
月　

日
か
ら
、
電
話

１６

で
健
康
課
へ
。

 　

左
表
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

対
象
の
方
に
は
、
案
内
状
を
郵
送

し
ま
す
の
で
、
届
か
な
い
方
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

健
康
課

４
月
の
乳
幼
児
・

産
婦
健
康
診
査

　

心
と
身
体
の
健
康
に
つ
い
て

「
笑
っ
て
運
動
」
を
テ
ー
マ
に
、

楽
し
く
運
動
す
る
コ
ツ
を
お
伝
え

し
ま
す
。

と　

き　

４
月　

日
（
金
）
午
前

２４

　

時
～
正
午

１０と
こ
ろ　

福
祉
会
館
５
階

対　

象　

市
内
在
住
の　

歳
以
上

６５

の
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

３０

申　

込　

３
月　

日
か
ら
、
電
話

１６

で
健
康
課
へ
。

 　

女
性
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
お
よ
び
視
診
・
触
診
の

併
用
検
査
で
す
。

と　

き　

５
月　

日
（
金
）
～　

２２

２７

日
（
水
）午
前
９
時
～　

時　

分
、

１１

３０

午
後
１
時
～
３
時　

分
（　

日
、

３０

２４

　

日
を
除
く
）

２５と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

対　

象　

平
成　

年
３
月　

日
現

２８

３１

在　

歳
以
上
の
女
性
で
、
平
成　

４０

２６

年
４
月
以
降
に
市
の
乳
が
ん
検
診

を
受
診
し
て
い
な
い
方
。
な
お
、

次
の
方
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

　

▽
現
在
授
乳
中
、
妊
娠
中
、
断

乳
後
６
か
月
以
内
の
方　

▽
乳
房

疾
患
で
治
療
中
、
経
過
観
察
中
、

手
術
後
の
方　

▽
ま
っ
す
ぐ
に
立

つ
こ
と
が
難
し
い
方　

▽
心
臓
に

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を
装
着
し
て
い

る
方　

▽
豊
胸
手
術
を
し
た
方

定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）

２００

費　

用　

２
千
円
（
受
診
時
納

入
）

※　

生
活
保
護
世
帯
の
方
は
、
減

免
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
生

活
保
護
受
給
証
明
書
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

乳
が
ん
検
診

い
き
い
き
健
康
教

い
き
い
き
健
康
教
室室



27・3・155

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

　

障
害
者
地
域
自
立
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
方

と
家
族
の
生
活
全
般
と
医
療
の
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
（
左
表
）

　

相
談
を
希
望
す
る
方
は
、
電
話

で
ご
予
約
の
う
え
、
直
接
、
同
セ

ン
タ
ー
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申　

込　

障
害
者
地
域
自
立
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿　

儿
８

０４２

３８１

８
１
１ 
　

儿　

儿
８
４
８
８
）

０４２

３８３

へ
。

FAX

相談日程相談種別

５月８日（金）、
６月１６日（火）、
７月２８日（火）、
９月８日（火）
午後１時〜３時

精神障がい
（心の悩み
相談）

５月１２日、
６月２３日、
８月４日、
９月１５日、
いずれも火曜日
午後１時〜３時

内部障がい

毎月第１水曜日
午後１時〜３時内科医

毎月第３木曜日
午後１時〜３時整形外科医

毎月第４木曜日
午後１時３０分〜
３時３０分

精神科医

相談日程相談種別

毎週月曜・木曜日随
時（要予約）

機能訓練
（療法士相
談）

４月７日、５月１９日、
６月３０日、８月１１日、
９月２９日、
いずれも火曜日
午後１時〜３時

知的障がい

４月１４日、５月２６日、
７月７日、８月１８日、
いずれも火曜日
午後１時〜３時

肢体不自由

４月２１日、６月２日、
７月１４日、８月２５日、
いずれも火曜日
午後１時〜３時

視覚障がい

４月２８日（火）、
６月２０日（土）、
７月２５日（土）、
９月１日（火）
午後１時〜３時

聴覚障がい

ご
利
用
く
だ
さ

ご
利
用
く
だ
さ
いい

障
が
い
別
相
談

障
が
い
別
相
談
・・

嘱
託
医
相

嘱
託
医
相
談談

の
要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
な
い
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

１５

申　

込　

３
月　

日
か
ら
、
電
話

１６

で
小
金
井
あ
ん
ず
苑
（
☎　

儿　
０４２

３８８

儿
７
５
１
１
）
へ
。

 
と　

き　

４
月
～
平
成　

年
３
月

２８

と
こ
ろ　

同
セ
ン
タ
ー

対
象
・
定
員
等　

左
表
の
と
お
り

試
験
日
時　

上
級
・
養
成
＝
４
月

　

日
（
日
）
午
前　

時
か
ら

１２

１０

参
加
費　

３
千
円
程
度（
教
材
費
）

申　

込　

４
月　

日
（
消
印
有

１１

効
）
ま
で
に
、
直
接
（
は
が
き
持

参
）
ま
た
は
往
復
は
が
き
に
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
番
号
を
明
記
し
、
同
セ
ン

タ
ー
（
〒　

儿
０
０
０
３
緑
町
４

１８４

儿　

儿　

☎　

儿　

儿
８
４
１
１

１７

１０

０４２

３８１

＝
午
後
６
時
ま
で
。
土
曜
日
は
午

後
５
時
ま
で
。
日
曜
・
祝
日
を
除

く
。 
　

儿　

儿
８
４
８
８
）へ
。

０４２

３８３

  
と　

き　

５
月　

日
、
６
月　

１６

２０

日
、
７
月　

日
、
９
月　

日
、　

１８

１９

１０

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

手
話
講
習
会

FAX
定　員講習日時対　象クラス

２０人（多数
抽選）

昼コース＝毎週金曜日午
前９時３０分〜１１時３０分
夜コース＝毎週金曜日午
後７時〜９時

初めて手話を習う方初　級

２０人（多数
抽選）初級終了者中　級

１５人（選考
試験あり）

毎週土曜日午前９時３０分
〜１１時３０分

中級終了者または手話
学習歴２年以上の方上　級

１５人（選考
試験あり）

毎週木曜日午後７時〜９
時

上級終了者または手話
学習歴３年以上の方養　成

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座

音
楽
療
法
プ
ロ
グ
ラ
ム

４
月
の
相
談
日

ところ・問合先と　き相談名
広報秘書課広聴係（市役所第二
庁舎１階☎０４２−３８７−９８１８）

月曜〜金曜日
（市役所執務時間内）市 民 相 談

渇ところ＝市民相談室
渇予約が必要です。
渇法律相談、交通事故相談、外
国人相談は、３月１６日から、
直接または電話で受け付け。

　法律相談は各日とも６人
渇その他の相談は、相談日の当
日午前９時〜正午に、直接ま
たは電話で受け付け

渇広報秘書課広聴係（☎０４２−
３８７−９８１８）へ予約してくだ
さい。

※　市報２月１５日号でお知らせ
した３月３１日の法律相談は、
都合により中止します。

４月２１日　April 21 
午前１０時〜正午
１０：００am−１２：００am

 外  国  人  相  談 
がい こく じん そう だん

（English）

午前９時
〜正午

４月２・７・９・１４・
１６・２１・２３・２８・３０日法 律 相 談

い
ず
れ
も
午
後
１
時　

分
か
ら

３０

４月８・２２日税 務 相 談

４月２０日人 権 ・
身の上相談

４月１日建築・登記・
表示登記相談

４月１６日行 政 相 談

４月１５日相続等暮らしの
書類作成相談

４月１４日交通事故相談

渇ところ＝市民相談室
渇企画政策課男女共同参画室
（☎０４２−３８７−９８５３）へ予約し
てください。

４月３・１０・１７・２４日
午後１時３０分〜４時３０分
※　保育あり（１歳以上の未就学
児。１か月前までに要事前申
込）

女性総合相談
（夫婦・家族・
人間関係）

子育て支援課（市役所第二庁舎
３階☎０４２−３８７−９８３６）

月曜〜金曜日
（市役所執務時間内）

母子（ひとり
親）・女性相談

教育相談所（本町６−５−３シ
ャトー小金井別館３階☎０４２−
３８４−２５０８）

月曜〜土曜日
午前９時〜午後４時３０分教 育 相 談

経済課（市役所第二庁舎４階☎
０４２−３８４−４９９９）

月曜〜金曜日
午前９時３０分〜午後４時
（正午〜午後１時を除く）

消費生活相談

労働相談情報センター国分寺事
務所（国分寺市南町３−２２−１０
☎０４２−３２１−６１１０）

月曜〜金曜日
午前９時〜午後５時労 働 相 談

ところ・問合先と　き相談名

渇小金井きた地域包括支援センター
（桜町１−９−５☎０４２−３８８−２４４０）

渇小金井みなみ地域包括支援センター
（前原町５−３−２４☎０４２−３８８−８４００）

渇小金井ひがし地域包括支援センター
（中町２−１５−２５☎０４２−３８６−６５１４）

渇小金井にし地域包括支援センター
（貫井北町２−５−５☎０４２−３８６−７３７３）

月曜〜土曜日
午前９時〜午後５時３０分

高齢者介護
相 談

火曜日＝小金井ひがし地域
包括支援センター
第２木曜日＝小金井みなみ
地域包括支援センター
第４木曜日＝小金井きた地
域包括支援センター
いずれも午後１時３０分〜４
時３０分
※　電話で各地域包括支援
センターへ予約してくだ
さい。

高齢者向け
住宅改修相談

まちづくり推進課住宅係（市役所第二
庁舎５階☎０４２−３８７−９８６１）へ１週間
前までに予約してください。

第２木曜日
午後１時３０分〜４時３０分

木 造 住 宅
耐 震 相 談

シルバー人材センター（貫井北町１−
８−２１☎０４２−３８３−６１４１）

第１・２木曜日
午前１０時〜正午
（午前１０時までに来所の方）

シルバー人材
セ ン タ ー
入 会 相 談

ふれ愛センター（福祉会館１階☎０４２
−３８７−１２３４）

月曜〜金曜日
（第１・３火曜日を除く）
午前９時〜午後４時

福祉機器相談

福祉オンブズマン事務局（福祉会館２
階☎ ＝０４２−３８３−１２２５）へ予約して
ください。

FAX水曜日午後１時〜５時福祉サービス
苦情・相談

渇ボランティア・市民活動センター
（福祉会館２階相談室☎０４２−３８７−
００１１）
渇予約制（１日２組まで）

第２土曜日
午前１０時〜午後１時

ひきこもり
相 談

　

認
知
症
に
つ
い
て
お
互
い
の
苦

労
や
悩
み
を
話
し
合
っ
て
、
一
緒

に
学
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

と　

き　

４
月
～
平
成　

年
３
月

２８

の
原
則
第
１
土
曜
日
午
後
１
時　
３０

分
～
３
時
（
全　

回
）

１２

と
こ
ろ　

本
町
高
齢
者
在
宅
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

申　

込　

３
月　

日
か
ら
、
同
セ

１６

ン
タ
ー（
☎　

儿　

儿
８
０
１
１
）

０４２

３８８

へ
。

 
〈
俳
句
を
楽
し
む
〉

と　

き　

４
月
８
日
、　

日
、　
１５

２２

日
、
６
月　

日
、　

日
、　

日
、

１０

１７

２４

い
ず
れ
も
水
曜
日
午
後
１
時
～
３

時
（
全
６
回
）

と
こ
ろ　

福
祉
会
館
２
階
集
会
室

講　

師　

小
倉
一
郎
さ
ん
（
俳

人
）

定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）

２５

申
込
方
法　

３
月　

日
（
必
着
）

２０

ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記

し
、
社
会
福
祉
協
議
会
「
俳
句
を

楽
し
む
係
」
へ
。

〈
石
崎
先
生
の
歌
の
会
〉

　

オ
ペ
ラ
の
演
出
も
手
掛
け
る
講

師
か
ら
学
ぶ
、
歌
の
講
座
で
す
。

と　

き　

４
月
９
日
（
木
）
、　
１０

日
（
金
）
、　

日
（
木
）
、　

日

１６

１７

（
金
）
午
後
１
時　

分
～
３
時　

３０

３０

分
（
全
４
回
）

と
こ
ろ　

公
民
館
本
館
視
聴
覚
室

講　

師　

石
崎
秀
和
さ
ん
（
東
京

学
芸
大
学
准
教
授
）

定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）

６０

高
齢
者
い
き
い
き
活
動
講
座

申
込
方
法　

３
月　

日
（
必
着
）

２０

ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に
住
所
・

氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
明
記
し
、
社
会
福
祉
協

議
会
「
石
崎
先
生
の
歌
の
会
係
」

へ
。

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

対　

象　

お
お
む
ね　

歳
以
上
の

６０

方企
画
運
営　

高
齢
者
い
き
い
き
活

動
推
進
員

問
合
先　

社
会
福
祉
協
議
会
（
〒

　

儿
０
０
１
２
中
町
４
儿　

儿　

１８４

１５

１４

☎　

儿　

儿
０
２
９
４
）

０４２

３８６

 　

介
護
者
同
士
で
介
護
方
法
な
ど

の
情
報
交
換
を
し
ま
せ
ん
か
。

　

な
お
、
介
護
が
必
要
な
方
が
い

て
、
参
加
が
難
し
い
方
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

と　

き　

４
月
４
日
（
土
）
午
後

１
時
～
３
時

と
こ
ろ　

小
金
井
ひ
が
し
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー

定　

員　
　

人
（
申
込
順
。
介
護

１５

者
を
優
先
）

申　

込　

３
月　

日
か
ら
、
同
セ

１６

ン
タ
ー（
☎　

儿　

儿
６
５
１
４
）

０４２

３８６

へ
。

 　

腰
や
ひ
ざ
の
痛
み
、
体
力
向
上

の
た
め
に
、
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
や

筋
力
向
上
運
動
な
ど
を
理
学
療
法

士
が
指
導
し
ま
す
。
ま
た
、
管
理

栄
養
士
に
よ
る
栄
養
指
導
も
実
施

し
ま
す
。

と　

き　

４
月
３
日
～
６
月　

日
２６

の
毎
週
金
曜
日
午
前　

時
～
正
午

１０

と
こ
ろ　

小
金
井
あ
ん
ず
苑
（
前

原
町
５
儿
３
儿　

）
２４

対　

象　

市
内
在
住
で　

歳
以
上

６５

ま
な
ぶ
・
語
る
・
つ
な
が
る

家
族
の
会

元
気
あ
ん
ず
ク
ラ
ブ

４
月
か
ら
の
利
用
者
募
集

月　

日
、　

月　

日
、　

月　

日
、

１７

１１

２１

１２

１９

平
成　

年
１
月　

日
、
２
月　

２８

１６

２０

日
、
３
月　

日
、
い
ず
れ
も
土
曜

１９

日
①
午
後
１
時　

分
～
２
時　

分

３０

３０

②
２
時　

分
～
３
時　

分
（
全　

４５

４５

１０

回
）

と
こ
ろ　

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

対　

象　

市
内
在
住
の
知
的
障
が

い
（
重
度
・
自
閉
傾
向
の
強
い

方
）
が
あ
り
、
往
復
の
移
動
手

段
・
援
助
の
確
保
が
で
き
る
方

定　

員　

①
②
計　

人
（
多
数
抽

１０

選
）

申　

込　

３
月　

日
～
４
月　

日

１５

２３

の
午
前
９
時
～
午
後
７
時
（
土
曜

日
は
午
後
５
時
ま
で
。
日
曜
・
祝

日
を
除
く
）
に
、
直
接
、
障
害
者

地
域
自
立
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

（
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
☎

　

儿　

儿
８
８
１
１
）
へ
。

０４２

３８１

 
【
①
市
愛
育
手
当
】

各
種
手
当
の
支
給

　

３
月
期
分
＝
平
成　

年　

月
～

２６

１０

　

年
３
月
分

２７振
込
日　

３
月　

日
（
木
）

２６

問
合
先　

子
育
て
支
援
課
手
当
助

成
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
３
９
）

０４２

３８７

【
②
市
難
病
者
福
祉
手
当
】

　

３
月
期
分
＝
平
成　

年　

月
～

２６

１２

　

年
３
月
分

２７振
込
日　

３
月　

日
（
火
）

３１

問
合
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このコーナーでは、市民グループなどの催し物等を紹介します。事業の実施内容に
市および教育委員会は携わっていませんので、ご不明な点は、主催者にお問い合わ
せください。（掲載内容についての責任は主催者側に負っていただきます）

 

●相続・遺言等暮らしの手続の無料相談
会　３月２１日（祝）午後１時３０分～４時
３０分／市民会館・萌え木ホール／行政書
士による相続、遺言、家庭問題などの無
料相談／当日直接会場へ。／東京都行政
書士会多摩中央支部・片岡（☎０４２－３０６
－９４５０）
●「遺言と相続」無料セミナー　３月２５
日（水）午前９時３０分～１１時４０分／小金
井市民交流センター練習室２・３／ファ
イナンシャルプランナーが説く「正しい
生前贈与」、行政書士が解説する「法定
相続人の範囲」「遺留分とは？」／３０人
（申込順）／無料／３月１６日～２０日に、
電話またはＥメールで遺言と相続をサポ
ートする行政書士の会・千葉（☎０４２－
３０１－００６４死info@hakenomichi.com）へ。
●子どもゆめ基金助成事業　街の達人に
挑戦－春「顔を捨てよ、町に出よう」　
３月２６日（木）、２７日（金）午後１時３０
分～３時３０分／シャトー小金井２Ｆ（本
町６－５－３）／「仮面」をつくって遊
ぶワークショップ／小学生／２０人／２００
円／ファクスまたはＥメールで（特非）
遊び・文化ＮＰＯ小金井こらぼ（☎ ＝
０４２－３８４－２５６９＝火曜・金曜日、死koga 
nei.kodomo@gmail.com）へ。
●第４回北口こども商店　３月２７日（金）
正午～午後３時／小金井市商業振興会
（ＪＲ武蔵小金井駅北口小金井街道沿）／
小学生が地域のお店を手伝います。商品
陳列や店頭販売などの仕事を通じて、地
域の子どもと商店のネットワークづくり
をめざします。商店街で働く子どもの姿
を見に来てください。／同振興会・中川
（ファミリーマート内☎０４２－３８３－３０８０）
●春休み！どうやってすごす？　４月１
日（水）、２日（木）午前１０時３０分～正
午／小金井学習センター（本町１－１１－
１０）／春休みのひととき、言葉あそび、
科学あそびをしながら頭の体操をしまし
ょう。／小学校新４～新６年生／１５人
（申込順）／無料／３月１６日から、電話
で同センター父母会（☎０４２－３８２－７６６６
＝午後５時３０分以降）へ。
●終活に関する無料セミナー＆相談会　
４月４日（土）午前９時３０分～正午／公
民館貫井北分館学習室／「自分でできる
終活準備－後片付けは誰がする？」と題
して、亡くなったあとの手続きや今から
備えておくことについて取り上げます。
／３０人（当日先着順）／希望者には終了
後、無料相談会を開催（先着４人）／終
活を考える会小金井・藤井（☎０４２－３１６
－６８２６）
●ツリークライミング体験会　４月１９日
（日）午前１０時から、午後０時３０分から、
２時から（各回９０分）／都立野川公園大
芝生広場／ロープを使った木登り体験／
小・中学生／各回１５人（申込順）／無料
／主催＝ライオンズクラブ国際協会／３
月１６日から、ファクスに住所・氏名・年
齢・性別・電話番号・保護者名・希望時
間帯を明記し、石原（☎０９０－１８０６－３３４８
 ０３－６２６４－４８９１＝午前１０時以降）へ。
●第９回小金井音楽談話室「ヴィルタス・
クヮルテット－弦楽四重奏の愉しみ」　
４月１９日（日）午後７時開演／小金井市
民交流センター小ホール／日本屈指の弦
楽四重奏団ヴィルタス・クヮルテットの
演奏を解説付きで。曲目＝ベートーヴェ

FAX

FAX

ンの弦楽四重奏曲第１６番ほか／一般
２,８００円、６５歳以上２,３０００円、学生１,８００
円／申し込みは、小金井音楽談話室・足
立（☎０４２－３８８－８０９９）へ。
●小金井コミュニティ講座「ママだって
勉強したい！キレイを目指すカラーコー
ディネート講座」　 ４月２４日（金）午前１０
時～１１時３０分／小金井市民交流センター
／２,５００円（材料費等）／このほかデッサ
ン教室・水彩画・ヴォイストレーニング
など。詳細はブログ（http://ameblo.jp/ 
k-kouza/）で。／受講希望日の前日まで
に同講座事務局・佐藤（☎０９０－６０１４－
３５６６死k.com.kouza@gmail.com）へ。
●混声合唱団フォンターナ・ドーロ第２
回演奏会　５月１５日（金）午後７時開演
（６時３０分開場）／小金井市民交流セン
ター大ホール／指揮＝泉智之、ピアノ＝
今川恵美子／曲目＝世界の５月の歌、カ
ンタータ「土の歌」、ヴィヴァルディ作
曲「グローリア」（弦楽伴奏）／１,５００円／
全席自由／チケット販売は同センター２
階事務室で。／守口（☎０４２２－５２－２６６９）
●はけの森チャリティコンサート　５月
２８日（木）午後２時開演（１時３０分開場）
／小金井市民交流センター大ホール／演
奏＝藍・ゴールドスミス（フルート）、
プリマヴェーラ弦楽四重奏団／曲目＝バ
ッハの管弦楽組曲第２番ほか／５７８人／
２,０００円／チケット販売は同センターチ
ケットデスクまたはかごや書店（本町１
－８－４）で。／はけの自然を大切にす
る会・城戸（☎０４２－３８５－６９０７）
●東京多摩交響楽団演奏会　５月２９日
（金）午後７時開演／小金井市民交流セ
ンター大ホール／指揮＝新田敏則、ピア
ノ＝竹村浄子／モーツァルトの歌劇「フ
ィガロの結婚」序曲、シューマンのピア
ノ協奏曲イ短調、ベートーヴェンの交響
曲第３番変ホ長調「英雄」／Ｓ席４,０００円
／申し込みは、コンセール・アミ小金
井・山蔭（☎０９０－９８５９－８９３７）
 

●卓球教室　３月３１日（火）午後３時３０
分～５時３０分（３時１５分受付開始）／総
合体育館小体育室／レベル別指導／講師
は門田洋幸さん（元・明治大学卓球部
員）、スタッフは現役大学生の卓球部員、
ＪＴＣ部員ほか／５歳～中学生と家族／
体育館靴持参、貸し出しラケットあり／
３月３０日までに、電話またはＥメールで
小金井ＪＴＣ・明神（☎０８０－３３９４－６４７４
死mam.myojin@jcom.zaq.ne.jp）へ。
●早起き野球春季大会　４月４日～７月
４日の毎週土曜日午前７時～９時／上水
公園運動施設グラウンド／市内在住・在
勤の方／１チーム４,０００円／主将会議＝
３月２８日（土）午後６時３０分から、総合
体育館で。／３月１６日～２６日に、電話で
早起きスポーツクラブ事務局・田村（ｔ
ＡｍＳｐｏｒｔｓ株内☎０４２－４２７－６３６０）へ。
●剣道教室　４月４日～平成２８年３月２９
日／総合体育館剣道場＝日曜日午前９時
～１０時３０分、本町小学校体育館＝火曜日
午後６時～７時３０分、東中学校体育館＝
土曜日午後７時～８時／小学生以上／
９,０００円（６か月分）／開催日時に直接各
会場へ。／市剣道連盟・鈴木（☎０４２－
３８６－１０３４）
●親子ｄｅ合気道教室　４月４日～平成
２８年３月２６日の土曜日午後０時２０分～１
時２０分／総合体育館柔道場／親子のふれ

 

■江戸東京たてもの園フェスティバル　
３月２８日（土）午前１１時～午後３時／同
園（都立小金井公園内）／大工さん体験
＝かなづち・のこぎり・かんな、左官体
験＝土壁・しっくい塗り（小学生以上）
／キッチンカーによる飲食物販売など／
入園・体験無料／同園（☎０４２－３８８－

３３００）
■江戸東京たてもの園企画展「武蔵野の
歴史と考古学」　 ３月２８日（土）～５月
１７日（日）午前９時３０分～午後５時３０分
／同園（都立小金井公園内）／武蔵野郷
土館から引き継いだ考古資料のうち、調
布市下布田遺跡出土資料に焦点をあてた
展覧会。武蔵野郷土館の歴史も紹介。／
同園（☎０４２－３８８－３３００）

掲載を希望する団体は、後援申請を行った担当
課に記載方法・締切日などを確認してください。

 

◆棋友会　原則第１・３・４木曜日午前
９時～正午、福祉会館で。囲碁を通じて
会員相互の親ぼくを図ります。初心者男
女を問わず歓迎。見学自由。連絡は中村
（☎０４２－３８１－３９６１）へ。
◆アロハ・ウクレレ　原則第１・３水曜
日午後１時～３時３０分、公民館本町分館
で。中高年対象のウクレレと歌の教室。
講師は伊藤英司さん。初心者歓迎。連絡
は新井（☎０９０－３１３０－１３１８）へ。
◆中国語・好朋友会　原則第１・３水曜
日午前１０時から婦人会館で。初・中級レ
ベル。講師は李杏珠さん。連絡は高橋
（☎０４２－３８５－１７８０）へ。
◆囲碁・東碁会　原則毎週日曜日午後１
時～５時、公民館東分館で。講師は大垣
結花さん。月１,０００円。初心者歓迎。連
絡は菊池（☎０４２２－８８－９２４８）へ。
◆テニスサークルＭＴＣ　原則毎週火曜
日午前９時から市テニスコート場で。テ
ニスの好きな女性。月２～３回男性コー
チのレッスンあり。連絡は渡辺（☎０９０

掲載を希望する団体は、公民館各館へ｡
開催日・場所等の詳細は、各団体へ｡

－６４９５－６４６１）へ。
◆親子で楽しめるリトミック・テディベ
アクラブ　月３回水曜日午前１０時～正
午、トミンハイム小金井中町住宅集会所
で。歩き始めごろ～３歳児。連絡は尾崎
（☎０９０－２７５９－０５８１）へ。
◆ポコ・ア・ポコ音楽サークル　原則月
２回木曜日、公民館緑・東分館で。大人
のためのピアノ講座です。あこがれの曲
にチャレンジしてみませんか。連絡は竹
中（☎０４２－３８７－８３３６）へ。
◆表千家・さわらび会　月３回金曜日午
後１時から前原町西之台会館で。抹茶と
お菓子を味わいながらおもてなしのマナ
ーを学びませんか。１日体験無料。連絡
は浜崎（☎０４２－３８７－５６６５）へ。
◆中高年健康体操　原則毎週木曜日午前
１０時３０分～正午、公民館本館ほかで。呼
吸を意識しストレッチ体操をします。体
験 無 料。連 絡 は 赤 川（☎０４２２－５３－
１８３５）へ。
◆日本舞踊・新舞踊　花比良会　原則毎
週月曜日午前９時３０分から福祉会館で。
老若男女、初心者歓迎。楽しくおけいこ
しています。講師は藤間白磁さん。連絡
は深沢（☎０４２－３０１－８９１０）へ。

あい合気道／小学生以上の親子／１０組２０
人／月会費３,０００円、年会費２,３００円（保
険代ほか）／柔道着持参／開催日時に直
接会場へ。／市合気道連盟・小山田（☎
０４２－３１３－６７０８）
●バスケットボール講習会　４月４日～
平成２８年３月２６日の隔週土曜日午後６時
から／総合体育館／市内在住・在勤・在
学の中学生以上／初心者コース、経験者
コース各４０人／４,０００円（６か月分）／４
月３日（必着）までに、往復はがきに住
所・氏名・電話番号・希望コース名を明
記し、市バスケットボール連盟・宮﨑
（〒１８４－００１１東町２－３１－６☎０４２２－
３１－９２９０）へ。
●居合道初心者教室　４月５日～平成２８
年３月２０日の第１・３・５日曜日正午～
午後３時／総合体育館剣道場／市内在
住・在勤の方／５回まで体験無料。その
後、入会希望者は月額１,０００円／開催日
時に直接会場へ。／市居合道連盟・田苗
（☎０４２－３６５－００６２）
●初心者合気道教室　４月５日～平成２８
年３月２７日の日曜日午後０時２０分～１時
２０分／総合体育館柔道場／基本から四級
程度までの技の習得／小学生以上の方／
２０人／月会費３,０００円、年会費２,３００円
（保険代ほか）／柔道着持参／開催日時
に直接会場へ。／市合気道連盟・小山田
（☎０４２－３１３－６７０８）
●グラウンドゴルフ体験研修会　４月９
日（木）午前９時～午後１時（雨天＝１３
日）／上水公園運動施設グラウンド／美
容と健康のために楽しみながら簡単にで
きるスポーツです。／市内在住・在勤・
在学の方／無料／用具は連盟で用意／３
月３１日までに、電話で市グラウンドゴル
フ連盟・村杉（☎０４２－３０１－７８６６）へ。
●フットサル講習会　４月１１日～５月２３

日の隔週土曜日＝初心者の男女対象コー
ス。６月６日～７月１８日の隔週土曜日＝
経験のある女性対象コース／いずれも午
後６時３０分～９時／各２５人（多数抽選）／
２,５００円／３月３１日（必着）までに、往復は
がきに希望コース・住所・氏名・電話番
号・ファクス番号を明記し、市サッカー
協会・加藤（〒１８２－００３３調布市富士見町
２－６－２－１１１☎０９０－８８５５－３３８１）へ。
●春季バレーボール大会　４月１２日（日）
午前９時～午後６時／総合体育館／一般
男女・家庭婦人の部／１チーム４,５００円
／３月２０日までに、電話で市バレーボー
ル連盟・段（☎０９０－６５３８－７６３６）へ。
●グラウンドゴルフ春の大会　４月１６日
（木）午前９時～午後１時（雨天＝２０日）／
上水公園運動施設グラウンド／２００円／
３月３１日までに、電話で市グラウンドゴ
ルフ連盟・村杉（☎０４２－３０１－７８６６）へ。
●スポーツ吹矢　５月８日からの金曜日
午前１０時～１１時３０分／総合体育館／腹式
呼吸で静かなエクササイズ／日本スポー
ツ吹矢協会公認指導員の指導／５人（多
数抽選）／２,０００円（月額）／４月１５日
（必着）までに、往復はがきまたはファ
クスに住所・氏名・年齢・電話番号を明
記し、黄金井倶楽部「碓吹 係」（〒１８４－
０００５桜町２－２－３１上水公園管理棟内☎
０４２－４０６－２２８０ ０４２－４０６－２２９０）へ。
●リラックス・ヨガ　５月６日からの水
曜日午後１時４５分～２時４５分／総合体育
館／自分のペースで無理なく心と身体を
深くリラックス／１０人（多数抽選）／
２,０００円（月額）／４月１５日（必着）まで
に、往復はがきまたはファクスに住所・
氏名・年齢・電話番号を明記し、黄金井
倶楽部「Ｒ係」（〒１８４－０００５桜町２－
２－３１上水公園管理棟内☎０４２－４０６－
２２８０ ０４２－４０６－２２９０）へ。

FAX

FAX



27・3・157
子

ど

も

とき・内容　右表のとおり
〈特別イベント〉
【大樹映美リサイタル】
と　き　３月２８日（土）午後２
時～３時　
定　員　６０人（当日先着順）
【バルーンアート】
　パフォーマーのバルーンアー
トうさぎさんが、その場でバル
ーンアートをつくります。
と　き　３月２９日（日）午後０
時３０分～２時３０分
定　員　５０人（当日先着順）
問合先　公民館貫井北分館（☎
０４２−３８５−３４０１）

内　容と　き
開会式、オープニング
イベント（演奏＝第一
中学校吹奏楽部）

１０：００～

３／２８（土）
展示（体験学習発表、
陶芸、パッチワーク、
絵画、書道、映画）

１０：００～
１７：００

音楽発表（コーラス、
唱歌、クラシック音楽
等）

１１：００～
１７：００

展示、音楽発表（バン
ド、オカリナ、ハーモ
ニカ等）

１０：００～
１５：００　／２９（日）

3月28日（土）
 ・29日（日）第1回貫井北センターまつり

ー
キ
代
）

申　

込　

３
月　

日
か
ら
、
電
話

１６

ま
た
は
直
接
、
公
民
館
本
町
分
館

（
☎　

儿　

儿
１
１
７
０
）
へ
。

０４２

３８３

 
〈
ジ
ャ
ワ
・
ガ
ム
ラ
ン
の 

魅
力
〉

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
伝
統
的
な
器

楽
合
奏
音
楽
で
あ
る
、
ジ
ャ
ワ
・

ガ
ム
ラ
ン
の
体
験
講
習
で
す
。
独

特
の
打
楽
器
演
奏
を
体
験
し
ま
せ

ん
か
。

と　

き　

４
月
６
日
（
月
）
午
後

７
時
～
９
時

と
こ
ろ　

公
民
館
東
分
館

講　

師　

テ
ィ
ニ
・
コ
ド
ラ
ッ
ト

さ
ん
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
舞
踊
家
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

１０

申　

込　

３
月　

日
か
ら
、
電

１６

成
人
学
校

話
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
、
公

民
館
東
分
館
（
☎　

儿　

儿
４
４

０４２

３８４

２
２
死k0

2
0
4
1
3
@
ko
ga
n
ei-

sh
i.jp

）
へ
。

〈
フ
ラ
ワ
ー 

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
〉

と
き
・
と
こ
ろ　

①
４
月
８
日
＝

公
民
館
貫
井
南
分
館
②　

日
＝
都

１５

立
小
金
井
公
園
③　

日
＝
都
立
野

２２

川
公
園
（
全
３
回
）

※　

い
ず
れ
も
水
曜
日
午
前
９
時

　

分
～　

時　

分

３０

１１

３０

内　

容　

①
花
の
は
な
し
②
③
野

外
観
察

講　

師　

大
石
征
夫
さ
ん
（
森
林

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

申　

込　

３
月　

日
か
ら
、
電
話

１６

ま
た
は
直
接
、
公
民
館
貫
井
南
分

館
（
☎　

儿　

儿
１
１
６
８
）へ
。

０４２

３８３

と　

き　

３
月　

日
（
土
）
午
前

２８

　

時　

分
～　

時　

分

１０

３０

１１

３０

と
こ
ろ　

公
民
館
緑
分
館
視
聴
覚

室内　

容　

音
楽
お
は
な
し
会
「
眠

れ
る
森
の
美
女
」
ほ
か

対　

象　

３
歳
以
上
の
幼
児
と
保

護
者
、
小
学
生

協　

力　

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ

 
林  
檎 
の
樹

り
ん 

ご

申
込
方
法　

当
日
直
接
会
場
へ
。

問
合
先　

図
書
館
緑
分
室
（
☎　
０４２

儿　

儿
７
３
０
２
）

３８７

 　

囲
碁
を
通
し
て
ル
ー
ル
や
マ
ナ

ー
の
大
切
さ
を
学
び
ま
す
。
初
心

者
も
参
加
で
き
ま
す
。

と　

き　

４
月
４
日
～
平
成　

年
２８

３
月　

日
の
土
曜
日
午
前　

時
～

２６

１０

正
午
（
全　

回
）

５０

と
こ
ろ　

公
民
館
東
分
館

講　

師　

小
金
井
う
ろ
の
会

対　

象　

市
内
在
住
の
小
学
生

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

１０

申　

込　

３
月　

日
か
ら
、
電
話

１６

ひ
が
し
子
ど
も
囲
碁
教
室

ま
た
は
直
接
、
公
民
館
東
分
館

（
☎　

儿　

儿
４
４
２
２
）
へ
。

０４２

３８４

  　

土
曜
日
の
児
童
・
生
徒
の
居
場

所
づ
く
り
を
確
保
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
小
・
中
学
生
を
対
象
に
無

料
で
指
導
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
友
達
と
一
緒
に
遊
び
に

来
て
く
だ
さ
い
。

と　

き　

４
月
～
７
月
、
９
月
の

毎
週
土
曜
日
午
前
９
時
～
正
午

（
４
月
４
日
、
５
月
２
日
、　

日
、

３０

６
月
６
日
、
９
月　

日
を
除
く
）

１９

と
こ
ろ　

総
合
体
育
館
大
体
育
室

種　

目　

▽
４
月
＝
キ
ッ
ズ
テ
ニ

ス　

▽
５
月
＝
フ
ッ
ト
サ
ル　

▽

６
月
＝
ド
ッ
ジ
ビ
ー　

▽
７
月
＝

バ
ド
ミ
ン
ト
ン　

▽
９
月
＝
卓
球

講　

師　

体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
指

導
員
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

対　

象　

小
・
中
学
生
（
市
内
・

市
外
を
問
い
ま
せ
ん
）

そ
の
他　

運
動
の
で
き
る
服
装

で
。
室
内
シ
ュ
ー
ズ
・
タ
オ
ル
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

用
具
は
、
会
場
に
用
意
し
て

あ
り
ま
す
。

申
込
方
法　

当
日
直
接
会
場
へ
。

ス

ポ

ー

ツ

土
曜
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

問
合
先　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ

振
興
係
（
☎　

儿　

儿
２
４
６

０４２

３８６

２
）

 　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
体
力

づ
く
り
を
目
的
に
、
市
立
の
学
校

施
設
（
体
育
館
ほ
か
）
を
広
く
市

民
の
皆
さ
ん
に
開
放
し
て
い
ま

す
。
種
目
は
、
左
表
の
と
お
り
で

す
。

そ
の
他　

▽
初
め
て
の
方
は
、
指

導
員
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
▽
車

で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ

振
興
係
（
☎　

儿　

儿
２
４
６

０４２

３８６

２
）

   　

国
指
定
名
勝
小
金
井
（
サ
ク

ラ
）
は
、
江
戸
時
代
か
ら
花
見
の

名
所
と
し
て
世
に
知
ら
れ
ま
し

た
。

　

新
た
に
寄
贈
さ
れ
た
昭
和
６
年

の
玉
川
上
水
沿
い
の
桜
並
木
等
を

撮
影
し
た
写
真
を
中
心
に
展
示
し

ま
す
。

４
月
の
ス
ポ
ー
ツ

個
人
利
用
開
放
校

実施日時　間曜日ところ種　目

１２・１９・２６日午後１時～４時日緑　小卓 球

１５・２９日午後６時～９時水前原小剣 道

１２・１９・２６日正午～午後３時日本町小バドミントン

１０・１７・２４日午後７時～９時金一　中柔 道

学
び
・
く
ら
し

文
化
財
セ
ン
タ
ー
季
節
展

名
勝
小
金
井
（
サ
ク
ラ
）

と　

き　

３
月　

日
（
土
）
～
５

２８

月
６
日
（
休
）
午
前
９
時
～
午
後

４
時　

分
３０

と
こ
ろ　

文
化
財
セ
ン
タ
ー

休
館
日　

月
曜
日
（
祝
日
の
場
合

は
翌
日
）

そ
の
他　

展
示
準
備
の
た
め
、
３

月　

日
～　

日
は
休
館
し
ま
す
。

２３

２７

問
合
先　

文
化
財
セ
ン
タ
ー
（
☎

　

儿　

儿
１
１
９
８
）

０４２

３８３

 　

食
卓
の
主
役
「
お
米
」
は
ど
ん

な
ふ
う
に
育
つ
の
か
、
田
ん
ぼ
に

は
ど
ん
な
生
き
も
の
が
暮
ら
し
て

い
る
の
か
な
ど
、
稲
作
体
験
を
通

し
て
楽
し
く
環
境
を
見
つ
め
ま

す
。

と　

き　

４
月　

日
（
土
）
午
前

１８

　

時
～
午
後
３
時
、
４
月
～　

月

１０

１２

の
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
の
い
ず
れ

か
（
８
月
を
除
く
。
全　

回
）

１０

※　

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

と
こ
ろ　

東
京
学
芸
大
学
環
境
教

育
研
究
セ
ン
タ
ー
内　

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

３０

参
加
費　

学
生
２
千
円
、
一
般
４

千
円
、
家
族（
何
人
で
も
）
６
千
円

共　

催　

環
境
市
民
会
議　

申　

込　

３
月　

日
か
ら
、
電
話

１６

ま
た
は
直
接
、
環
境
政
策
課
環
境

係
（
市
役
所
第
二
庁
舎
４
階
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
１
７
）
へ
。

３８７

 　

環
境
楽
習
館
の
ビ
オ
ト
ー
プ
に

は
、
い
ろ
い
ろ
な
生
き
物
が
食
べ

た
り
食
べ
ら
れ
た
り
し
て
つ
な
が

っ
て
い
ま
す
。
ビ
オ
ト
ー
プ
の
生

き
物
の
お
話
を
聞
い
た
あ
と
、
お

家
で
簡
単
に
生
き
物
の
つ
な
が
り

が
観
察
で
き
る
ボ
ト
ル
ア
ク
ア
リ

ウ
ム
を
作
り
ま
す
。

と　

き　

３
月　

日
（
土
）
午
前

２８

今
年
も
は
じ
ま
る

「
田
ん
ぼ
の
時
間
」

環
境
学
習
講
座

お
家
で
簡
単
に
水
草
と

エ
ビ
を
飼
育
で
き
る

儿
ボ
ト
ル
ア
ク
ア
リ
ウ
ム
を

　

つ
く
っ
て
み
よ
う

　

時
～　

時　

分

１０

１１

３０

と
こ
ろ　

環
境
配
慮
住
宅
型
研
修

施
設
・
環
境
楽
習
館

対　

象　

小
学
生
以
上
（
小
学
校

３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

１５

参
加
費　
　

円
（
材
料
費
等
）

１５０

申　

込　

３
月　

日
か
ら
、
環
境

１６

政
策
課
環
境
係
（
☎　

儿　

儿
９

０４２

３８７

８
１
７
）
へ
。

 
〈
栗
コ
ー
ダ
ー
カ
ル
テ
ッ
ト 

＆
吉
澤
実　

夏
休
み 

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト 

市
内
先
行
受
付
〉

　

『
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
イ
ッ
チ
』
の
テ

ー
マ
曲
で
知
ら
れ
る
、
元
祖
脱
力

系
バ
ン
ド
。
リ
コ
ー
ダ
ー
を
は
じ

め
、
ウ
ク
レ
レ
や
身
近
な
楽
器
を

使
っ
た
ほ
の
ぼ
の
コ
ン
サ
ー
ト
で

す
。
リ
コ
ー
ダ
ー
界
の
第
一
人

者
・
吉
澤
実
も
ス
ペ
シ
ャ
ル
参
加

し
ま
す
。

 
と　

き　

８
月
２
日
（
日
）
午
後

２
時
開
演

と
こ
ろ　

同
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）

５０

チ
ケ
ッ
ト
料
金　

一
般
２
千
円
、

子
ど
も
（
３
歳
～
中
学
生
）
千
円

そ
の
他　

▽
座
席
位
置
の
指
定
は

で
き
ま
せ
ん
。
▽
友
の
会
の
割
引

対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
▽
一
般

発
売
日
は
３
月　

日
（
月
）
か
ら

３０

で
す
。
▽
２
歳
以
下
の
お
子
さ
ん

の
入
場
は
で
き
ま
せ
ん
。

小
金
井
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

親
子
の
た
め
の
シ
リ
ー
ズ

申
込
方
法　

３
月　

日
～　

日

１８

２４

（
必
着
）
に
、
往
復
は
が
き
に
公

演
名
・
希
望
席
種
・
希
望
枚
数

（
１
人
４
枚
ま
で
）・
住
所
・
氏

名
（
ふ
り
が
な
）・
電
話
番
号

（
市
内
在
勤
・
在
学
の
方
は
勤
務

先
名
ま
た
は
学
校
名
）を
明
記
し
、

同
セ
ン
タ
ー
「
市
内
先
行
チ
ケ
ッ

ト
係
」
へ
。

〈
夏
休
み
課
外
授
業 

吉
澤
実
の「
ふ
え
と
あ
そ 

ぼ
う
！
つ
ち
ぶ
え
を
つ
く 

ろ
う
！
」〉

　

粘
土
で
弥
生
時
代
の
土
笛
を
作

っ
て
み
よ
う
。
ま
た
、
世
界
の
珍

し
い
リ
コ
ー
ダ
ー
の
音
を
聴
い
て

み
よ
う
。

と　

き　

８
月
１
日
（
土
）
午
前

　

時　

分
～
午
後
０
時　

分
、
午

１０

３０

３０

後
２
時　

分
～
４
時　

分

３０

３０

と
こ
ろ　

同
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル

定　

員　

各
回　

人
（
申
込
順
）

５０

参
加
費　

一
般
千
円
、
子
ど
も

（
小
学
生
～
中
学
生
）　

円
５００

※　

材
料
費
込
み

申
込
方
法　

３
月　

日
か
ら
、
電

３０

話
ま
た
は
直
接
、
同
セ
ン
タ
ー
チ

ケ
ッ
ト
デ
ス
ク
へ
。

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

問
合
先　

小
金
井
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
（
〒　

儿
０
０
０
４
本
町
６

１８４

儿　

儿　

☎　

儿　

儿
８
０
９

１４

４５

０４２

３８０

９
）

 　

懐
か
し
の
歌
声
喫
茶
で
一
緒
に

歌
い
ま
し
ょ
う
。

と　

き　

３
月　

日
（
木
）
午
前

２６

　

時
～
正
午

１０と
こ
ろ　

公
民
館
本
町
分
館

講　

師　

さ
さ
い
は
る
み
さ
ん

（
歌
声
リ
ー
ダ
ー
）
、
神
野
和
博

さ
ん
（
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
奏
者
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

３０

参
加
費　
　

円
（
コ
ー
ヒ
ー
・
ケ

３５０

市
民
講
座

元
気
な
歌
声
で
小
金
井
を

明
る
く
し
よ
う
（
そ
の
４
）

おおおおおおおおおお
はははははははははは
なななななななななな
しししししししししし

お
は
な
し
会会会会会会会会会会会

　市民団体が育てたサクラの若木（高さ
２.５ｍ程度）を、育成場所移転に伴い、希望
する方に配布します。
と　き　３月１９日（木）、２０日（金）
配布場所　本町五丁目緑地（本町５−４０）
申　込　３月１７日までに、生涯学習課文化
財係（☎０４２−３８７−９８７９）または環境政策
課緑と公園係（☎０４２−３８７−９８６０）へ。

名勝小金井桜の
系譜を受け継ぐ
ヤマザクラを

配布します

嫌嫌嫌嫌嫌嫌嫌嫌嫌嫌
嫌
嫌
嫌
嫌
嫌
嫌

嫌嫌嫌嫌嫌
嫌
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東
京
都
・
母
と
子
の
健
康
相
談
室

受
付
時
間　

▽
平
日
＝
午
後
５
時
〜

　

時　

▽
休
日
（
土
曜
・
日
曜
・
祝

１０日
）
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

☎
＃
８
０
０
０
＝
プ
ッ
シ
ュ
回
線

の
固
定
電
話
、
携
帯
電
話

　

☎　

儿
５
２
８
５
儿
８
８
９
８

０３

　

時
間
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

２４▽
東
京
消
防
庁
救
急
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
＃
７
１
１
９
＝
プ
ッ
シ
ュ
回
線

の
固
定
電
話
、
携
帯
電
話

　

☎　

儿　

儿
２
３
２
３

０４２

５２１

▽
東
京
都
保
健
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
・

　

医
療
機
関
案
内
ひ
ま
わ
り

　

☎　

儿
５
２
７
２
儿
０
３
０
３

０３

　

聴
覚
障
害
者
向
け
専
用 
　

儿
５

０３

２
８
５
儿
８
０
８
０

FAX

小
児
救
急（
３
６
５
日　

時
間
）

２４

▽
武
蔵
野
赤
十
字
病
院

　

武
蔵
野
市
境
南
町
１
儿　

儿
１

２６

　

☎
０
４
２
２
儿　

儿
３
１
１
１

３２

清　

里　

山　

荘

空
室
状
況
（
３
月
９
日
現
在
）

４
月

１
日

２
日

３
日

４
日

５
日

６
日

７
日

８
日

９
日

　

日
１０
　

日
１１
　

日
１２
　

日
１３
　

日
１４
　

日
１５
　

日
１６
　

日
１７
　

日
１８
　

日
１９
　

日
２０
　

日
２１
　

日
２２
　

日
２３
　

日
２４
　

日
２５
　

日
２６
　

日
２７
　

日
２８
　

日
２９
　

日
３０○

：
空
室
あ
り　
△
：
空
室
少
し　
×
：
満
室

４月の行事
親子ふれあい体験教室（１２日
＝じゃがいもの種まき）、天
体教室＝２５日
７月分の予約
４月１日から受け付けます。
申し込みは、
☎０１２０－４８４－６４７（申込専用）
 ０５５１－４８－４６４６
http://koganei-kiyosato.com/
問合先　清里山荘（☎０５５１－
４８－４６４９）

FAX

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
祝
）

（
木
）

一
般
棟

○○○×○○○○○○×○○×○×○○○○×○○○○○

団
体
棟

○○○○○○○○○○○○○×○○○○○○○○○○○○

 

休
館
日 

休
館
日

 

休
館
日 

休
館
日

３
月　

日（
日
）

１５

３
月　

日（
土
・
祝
）

２１

３
月　

日（
日
）

２２

３
月　

日（
日
）

２９

この休日診療は、小
金井市医師会、小金
井歯科医師会、薬剤
師会の協力で実施し
ています。

!

#

"

$

%%%%%%

%%%%%%

&
&
&
&
&

&
&
&
&
&

受付時間：午前９時〜正午、午後１時〜５時
　　　　　準夜→午後５時３０分〜９時
※　電話で確認のうえ、受診してください。

●印は病医院所在地
○内は診療科目

診療時間：午前９時〜正午、
　　　　　午後１時〜５時

《 準　夜 》
診療は、午後６時から

午前９時〜正午
午後１時〜５時

薬を処方された場合は、各
医療機関受付にお問い合わ
せください。

本町2―12―1
☎042―383―2232

丸  

茂  

医  

院

内
循

武蔵小金井駅武蔵小金井駅武蔵小金井駅

北口北口

けやき通り

北大通り
公民館
本町分館小

金
井
街
道

北口

休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診休日歯科診療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休 日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日 診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診休 日 診 療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療 薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局

小
金
井
つ
る
か
め
ク
リ
ニッ
ク

内

本町6―14―28
アクウェルモール3Ｆ
☎042―386―3757

武蔵小金井駅

小
金
井
街
道

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー

南口
交通広場

東
小
金
井
ク
リ
ニッ
ク

内
整
ア

五日市街道

亜
細
亜

大
学

く
ぬ
ぎ
橋
通
り

北大通り

梶野町2―1―2
アーバンステージ武蔵野ヒルズA棟１F
☎0422―56―8630

貫井北町2―11―9
☎042―384―4555

倉 

田 

眼 

科

眼 公務員住宅

中大附属高

学
芸
大 歩

道
橋

本
町
住
宅

新
小
金
井
街
道 〒

う
ち
や
ま
ク
リ
ニッ
ク 東町4―43―15

MKジェムズマンション1F
☎042―382―1715

都営アパート

ス
ト
ア

南口
東小金井駅

内
消
肛
外

湯
山
歯
科
医
院 東町4―21―10

湯山ビル1F
☎042―381―6211

交番
連雀通り

薬局

新小金井駅
西武多摩川線

小
金
井
橋
さ
く
ら
ク
リ
ニッ
ク 桜町2―11―25

☎042―382―5101

玉川上水
小金井橋

小
金
井
街
道

本
町
２
丁
目

交
差
点

小金井橋

北大通り

至武蔵小金井駅北口至武蔵小金井駅北口至武蔵小金井駅北口

内
泌

皮
ア

む
さ
し
小
金
井
診
療
所

内

本町1―15―9
☎042―382―9111

農工大通り

マンション

武蔵小金井駅

小
金
井
街
道

本町5―38―41
ユニーブル武蔵小金井102
☎042―304―1801

神
保
整
形
外
科

整
リ 

ハ

楽器店

コンビニエンス
ストア

けやき通り
小
金
井
街
道

武蔵小金井駅

嶋
田
眼
科
医
院

眼

東町4―16―30
☎042―385―1156

連雀通り
交
番

至東小金井駅南口
農工大通り

農協支店 新
小
金
井
駅
西
武
多
摩
川
線

西
武
多
摩
川
線

西
武
多
摩
川
線

む
さ
し
小
金
井
診
療
所

内

本町1―15―9
☎042―382―9111

農工大通り

マンション

武蔵小金井駅

小
金
井
街
道

長
崎
歯
科
医
院 梶野町5―2―25

グレース小金井1F
☎042―381―3200

東小金井駅
北口 交番

梶
野
通
り

本町2―12―1
☎042―383―2232

丸  

茂  

医  

院

内
循

武蔵小金井駅武蔵小金井駅武蔵小金井駅

北口北口

けやき通り

北大通り
公民館
本町分館小

金
井
街
道

北口

本町1―13―13
☎042―381―2080

佐
藤
ク
リ
ニッ
ク

内
小
皮
ア

武蔵小金井駅

南口

農工大通り

小
金
井
街
道

東町4―16―21
☎042―388―4976

田
中
整
形
外
科

整
リ 

ハ
リ 

ウ

農工大通り
至東小金井駅南口

農協支店

連雀通り
交
番

新
小
金
井
駅 西
武
多
摩
川
線

西
武
多
摩
川
線

西
武
多
摩
川
線

も
ろ
ほ
し
ク
リ
ニッ
ク

耳
気
ア

緑町1―6―53 うさぎビル
☎042―385―3341

東小金井駅
北口

三小
北大通り

コンビニエンス
ストア

東
大
通
り

交
番

本町1―13―13
☎042―381―2080

佐
藤
ク
リ
ニッ
ク

内
小
皮
ア

武蔵小金井駅

南口

農工大通り

小
金
井
街
道

緑町2―7―20
☎042―384―3110

み
ど
り
歯
科

法政大学

北大通り

三小 北
口

東小金井駅

東
大
通
り

加 

藤 

内 

科

内

本町5―23―15
☎042―384―3881

上の原通り印章店

けやき通り

中央本線

科
内
器
吸
呼
い
ね
が
こ
新
呼
ア
内
小

東町4―8―13 登川ビル１階
☎042―380―9080

交番

東小

線
川
摩
多
武
西

金
小
新

駅
井

農工大通り

本町2―10―20
☎042―381―2606

浅
沼
整
形
外
科

整
外
リ 

ハ

ボウリング場

至武蔵小金井駅
北口

けやき通りけやき通りけやき通り
小
金
井
街
道

本町5―19―26
☎042―385―7755

武蔵小金井駅

小
金
井
街
道西

友
北口

小
金
井
眼
科
ク
リ
ニッ
ク

眼
竹
馬
ビ
ル
ク
リ
ニッ
ク

内
消

本町5―5―2
竹馬ビル1F
☎042―384―3461

新
小
金
井
街
道

京王バス
営業所

至武蔵至武蔵
小金井駅小金井駅
北口北口

至武蔵
小金井駅
北口

小金井小金井
保育園保育園
小金井
保育園 歯

科

中央本線

貫井北町
1丁目
交差点 お

ざ
き
歯
科
医
院 本町5―19―3

大沢ビル3F
☎042―386―5528

北口
武蔵小金井駅

西
友

小
金
井
街
道

 
ひばり薬局（小金井店）

（ ）本町2－10－17岩内ビル1F
☎042－388－5389

 
ココカラファイン薬局小金井店

（ ）本町1－8－14
☎042－386－2580

 
ホクエイ薬局

（ ）貫井北町2－12－14
☎042－383－5040

 
本町薬局

（ ）本町1－16－8
☎042－383－3515

 
伯雲堂薬局

（ ）本町2－6－12－103
☎042－400－6035

 
ひばり薬局（小金井店）

（ ）本町2－10－17岩内ビル1F
☎042－388－5389

 
ともえ調剤薬局

（ ）本町1－5－12朝日パリオ
☎042－387－7911

 
アトム薬局

（ ）緑町1－6－54うさぎビル1F
☎042－388－5400

 
ココカラファイン薬局小金井店

（ ）本町1－8－14
☎042－386－2580

 
ひばり薬局（小金井店）

（ ）本町2－10－17岩内ビル1F
☎042－388－5389

% %%%%%%%%%%

% %%%%%%%%%%

% %%%%%%%%%%

% %%%%%%%%%%

% %%%%%%%%%%

% %%%%%%%%%%

公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
公
民
館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館

野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野
菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜
づづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづ
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく

　

野
菜
づ
く
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

　

地
域
の
畑
で
、
土
起
こ
し
か
ら

収
穫
ま
で
を
体
験
し
、
野
菜
の
共

同
栽
培
を
行
う
農
作
業
を
中
心
と

し
た
教
室
で
す
。

注
意
事
項　

▽
全
日
程
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。
▽
「
江
戸
野
菜
に

親
し
も
う
」
「
菜
園
教
室
」
「
野

菜
作
り
コ
ー
ス
」
は
、
重
複
し
て

申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

〈
江
戸
野
菜
に 

親
し
も
う
〉

と　

き　

４
月
６
日
～
平
成　

年
２８

３
月
７
日
の
月
曜
日
午
前　

時
～

１０

正
午

と
こ
ろ　

東
京
学
芸
大
学
環
境
教

育
実
践
施
設

講　

師　

渡
辺
正
志
さ
ん
（
農
業

研
究
家
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）

２４

費　

用　

前
期
３
千
円
（
肥
料
代

等
実
費
）
、
後
期
３
千
円
程
度

そ
の
他　

江
戸
野
菜
は
、
種
・
苗

が
入
手
で
き
た
も
の
を
栽
培
し
ま

す
。

申　

込　

３
月　

日
（
必
着
）
ま

２３

で
に
、
往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏

名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
電
話

番
号
を
明
記
し
、
公
民
館
貫
井
南

分
館
「
江
戸
野
菜
に
親
し
も
う

係
」
（
〒　

儿
０
０
１
４
貫
井
南

１８４

町
４
儿
３
儿　

☎　

儿　

儿
１
１

２３

０４２

３８３

６
８
）
へ
。

〈
菜
園
教
室
〉

と　

き　

４
月
８
日
～
平
成　

年
２８

３
月　

日
の
水
曜
日
午
前　

時
～

１６

１０

正
午
（
夏
季
は
変
更
あ
り
。
野
外

研
修
、
収
穫
祭
は
別
時
間
）

と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
農
園
（
中
町

２
儿　

）
２２

講　

師　

鴨
下
義
昭
さ
ん
（
農
業

研
究
家
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）

２４

費　

用　

初
回
参
加
時
に
３
千

円
、
９
月
に
３
千
円
程
度
（
肥
料

代
等
）

申　

込　

３
月　

日
（
必
着
）
ま

２５

で
に
、
往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏

名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
電
話

番
号
を
明
記
し
、
公
民
館
本
町
分

館
「
菜
園
教
室
係
」
（
〒　

儿
０

１８４

０
０
４
本
町
２
儿　

儿　

☎　

儿

１５

１１

０４２

　

儿
１
１
７
０
）
へ
。

３８３〈
共
働
夢
農
園
〉

【
野
菜
作
り
コ
ー
ス
】

と　

き　

４
月
２
日
～
平
成　

年
２８

３
月　

日
の
木
曜
日
午
前
９
時
～

２４

　

時
（
冬
季
は
変
更
あ
り
。
野
外

１１研
修
、
収
穫
祭
は
別
時
間
）

と
こ
ろ　

共
働
夢
農
園
（
東
町
３

儿　

）
ほ
か

１７
講　

師　

大
谷
信
夫
さ
ん
（
作
物

栽
培
研
究
家
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）

３５

費
用
（
年
額
）　

６
千
円
（
種

苗
・
肥
料
代
等
）

申　

込　

３
月　

日
（
必
着
）
ま

２６

で
に
、
往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏

名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
電
話

番
号
を
明
記
し
、
公
民
館
緑
分
館

「
野
菜
作
り
コ
ー
ス
係
」
（
〒　
１８４

儿
０
０
０
３
緑
町
３
儿
３
儿　

☎
２３

　

儿　

儿
７
３
０
１
）
へ
。

０４２

３８７

【
親
子
コ
ー
ス
】

　

親
子
で
一
緒
に
と
う
も
ろ
こ
し

の
種
ま
き
か
ら
収
穫
体
験
す
る
こ

と
を
通
し
て
、
子
ど
も
の
自
然
に

対
す
る
感
性
を
育
て
て
み
ま
せ
ん

か
。

と　

き　

４
月　

日
～
７
月　

日

２５

１８

の
土
曜
日
午
前　

時
～
正
午
（
全

１０

５
回
）

と
こ
ろ　

共
働
夢
農
園
、
公
民
館

緑
分
館

対　

象　

市
内
在
住
・
在
学
の
小

学
生
と
保
護
者

定　

員　
　

組　

人
（
多
数
抽

１０

２０

選
）

費　

用　

１
組
千
円
（
種
苗
代

等
）

申　

込　

４
月　

日
（
必
着
）
ま

１５

で
に
、
往
復
は
が
き
に
住
所
・
親

子
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
子
の

学
年
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
公

民
館
緑
分
館
「
親
子
コ
ー
ス
係
」

（
〒　

儿
０
０
０
３
緑
町
３
儿
３

１８４

儿　

☎　

儿　

儿
７
３
０
１
）へ
。

２３

０４２

３８７

 　

同
年
に
生
ま
れ
、
共
に
後
半
生

を
小
金
井
で
過
ご
し
た
二
人
の
洋

画
家
、
河
野
通
勢
と
中
村
研
一
。

　

経
歴
や
画
風
が
対
照
的
な
二
人

の
作
品
を
多
数
所
蔵
す
る
長
野
県

信
濃
美
術
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を

中
心
に
、
両
者
を
対
照
さ
せ
る
と

同
時
に
同
世
代
を
生
き
た
画
家
と

し
て
の
共
通
項
を
探
り
ま
す
。

と　

き　

３
月　

日
（
火
）
～
５

２４

月　

日
（
日
）
午
前　

時
～
午
後

２４

１０

５
時
（
入
館
は
４
時　

分
ま
で
）

３０

休
館
日　

月
曜
日
、
５
月
７
日

（
木
）

※　

５
月
４
日
（
祝
）
は
開
館

観
覧
料　

一
般　

円
、
小
・
中
学

５００

生　

円
（
未
就
学
児
お
よ
び
障
害

２００
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
と
付
き
添

い
の
方
１
人
は
無
料
）

〈
関
連
企
画
〉

【
学
芸
員
に
よ
る

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
】

と　

き　

３
月　

日
（
土
）
午
後

２８

２
時
～
２
時　

分
３０

参
加
費　

無
料
（
要
観
覧
券
）

申
込
方
法　

当
日
直
接
会
場
へ
。

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

問
合
先　

市
立
は
け
の
森
美
術
館

（
☎　

儿　

儿
９
８
０
０
＝
午
前

０４２

３８４

　

時
～
午
後
５
時
）

１０ 市
立
は
け
の
森
美
術
館

企
画
展

生
誕　

年　

河
野
通
勢
と

１２０

中
村
研
一

種
ま
き
か
ら
収
穫
ま
で

成
人
学
校
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ごみ対策課☎０４２−３８７−９８３５

/351
ＲリデュースリデュースＲリユースリユースＲリサイクルリサイクル

　平成２６年度の可燃ごみ処理は、多摩川衛生組合（構成市：稲城市、狛江市、府中市、国立市）、国分寺市、昭島市
および西多摩衛生組合（構成市：青梅市、福生市、羽村市、瑞穂町）の施設で焼却処理していただいており、今年度
の発生見込量の全量について、滞りなく処理できる見込みです。各施設周辺にお住まいの皆様ならびに関係者の皆様
に厚く御礼申し上げます。
　市では、可燃ごみの安定的な処理体制を確立するまでの間、可燃ごみの処理を多摩地域の各団体にお願いしなけれ
ばなりません。市民の皆さんには可燃ごみの減量にご協力いただいているところですが、引き続きさらなるごみの減
量ならびに分別の徹底にご理解・ご協力をお願いします。

平成２６年度の可燃ごみ処理の支援先
支援量支援先
　６,０００ｔ多摩川衛生組合
　３,６００ｔ国分寺市
　２,０００ｔ昭島市
　３,０００ｔ西多摩衛生組合
１４,６００ｔ合　計

可燃ごみ処理の支援状況について

%
%

%
%
%
%

　ごみの減量で最も大切なことは、ごみになるものを元から減らすリデュース
（発生抑制）です。リデュースは「生ごみは水を切ってからごみ出しする」「水
筒やマイはしを持ち歩く」「マイバッグを利用する」「余分に買いすぎない」な
ど、日々の生活の中で少しだけ意識して取り組むことでさらにごみを減らすこと
ができます。

　まずは、リデュースできることはないか考え、次に、使えるものは何度も再使
用するリユース、その次に分別を徹底し資源になるものを捨てずに再生利用する
リサイクルをすることがとても大切です。
　市民の皆さんにはごみの減量・資源化の推進にご理解・ご協力をいただいてい
るところですが、燃やすごみの中にはまだまだ資源となる紙が混ざっています。

燃やすごみの中には　　資源物がまだ
まだ

開館時間施設名開館時間施設名開館時間施設名

午前９時～午後１０時
休館日：毎月第１・３火曜日、
年末年始

公民館東分館
（東センター）
東町１−３９−１

午前９時～午後１０時
休館日：毎月第１・３火曜日、
年末年始

公民館貫井北分館
（貫井北センター）
貫井北町１−１１−１２

午前９時～午後１０時
休館日：毎月第２・４月曜日（休
館日が祝日にあたるときは、翌日
の火曜日へ振り替え）、年末年始

婦人会館
梶野町５−１０−３２

福祉会館
中町４−１５−１４

公民館緑分館
（緑センター）
緑町３−３−２３

午前９時～午後９時
休館日：毎月第２月曜日（休館日
が祝日にあたるときは、翌日の火
曜日へ振り替え）、年末年始

栗山公園健康運動セ
ンター
中町２−２１−１

公民館貫井南分館
（貫井南センター）
貫井南町４−３−２３

公民館本町分館
本町２−１５−１１

午前９時～午後４時
休館日：毎週金曜・土曜・祝日、
年末年始

リサイクル事業所
中町３−１９−１６

　これまで、リサイクルが困難なために燃や
すごみとして収集し、焼却処理をしていた紙
コップや紙皿など防水加工された紙や感熱紙
などの「難再生古紙」の拠点回収を下表の市
内９か所で実施しています。回収した「難再
生古紙」は資源化されますので、燃やすごみ
の減量・資源の有効利用につながります。
「難再生古紙」は燃やすごみとしても出せま
すが、拠点回収をぜひご利用ください。
　拠点回収で回収された「難再生古紙」は資
源化処理できる施設に運搬され、トイレット
ペーパーなどにリサイクルされます。

難再生古紙拠点回収をご利用ください

難再生古紙拠点回収場所一覧 ※　各施設の建物内に拠点回収ボックスがあるため、
開館時間内に利用してください。

アイロンプリント
紙、紙製ガムテー
プ、汚れた紙、洗
剤やせっけんの箱
など

洗 剤

　新聞や雑誌などのほか、毎日のように出る「ざつがみ」などの古紙類は、「混ぜればごみ、分ければ資源」となります。皆さんの日々の取り組みは、燃やすごみの
減量・資源化の推進につながりますので、引き続きごみの分別の徹底にご理解・ご協力をお願いします。

防水加工された紙（紙コップ・紙皿・紙
製カップ麺容器・紙製ヨーグルト容器
など）、紙製たまごパック、カーボン
紙・ノーカーボン紙（伝票など）、感熱
紙（FAX用紙・レシート）、写真など

紙製紙製

投
入
で
き
な

い
も
の

投
入
で
き
る

も
の

難再生古紙拠点回収を
ぜひご利用ください。
燃やすごみの日にも出
せます。

閣

閣 燃やすごみの日に出し
てください。

燃やすごみの中には、まだまだ資源となる紙が混ざっています。きちんと分別して「古紙・
布の日」に出すようご理解・ご協力をお願いします。

ざ
つ
が
み（
例
）

ごみの一部を広げた
ようす

収集されたごみの
一部

古
紙
・
布
の
日
に

出
し
て
く
だ
さ
い

閣

閣
新
聞

雑
誌

牛
乳
パ
ッ
ク

は
が
き

メ
モ
帳

封
筒

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ

ー
パ
ー
の
芯



27・3・153 27・3・15 2ごみ減量・リサイクル特集

カップ大
（容量４５０㎖・
ポリプロピレン製）

カップ小
（容量２８０㎖・
ポリプロピレン製）

どんぶり
（直径１４㎝・

ポリプロピレン製）

皿
（直径２２㎝・

ポリプロピレン製）

リユース食器の貸し出しを実施しています

スプーン
（ステンレス製）

はし
（木製）

【食器の種類】

①　利用日の３か月前～原則１週間前までに利用申請書をごみ対策課
（市役所第二庁舎４階）に提出してください。利用申請書は、ごみ対
策課窓口または市ホームページからダウンロードできます。なお、ご
利用は申込順のため、希望に添えない場合があります。
②　申請後、ごみ対策課に印鑑を持参のうえ、リユース食器を受け取り
に来ていただきます。
③　利用後は宅配便（無料）にて、リユース食器ご利用日から３日以内
に返却してください。

ご利用の流れ

※　食器使用後は、水洗いまたは軽くふき取って返却してください。
※　食器は、他のイベントで使用したものを再使用しています。
※　イベントなどにおいてのリユース食器の有効な使い方について、ご不
明な点などございましたら市からアドバイスさせていただきます。

市内に活動拠点のある町会・自治会・事業者・各種団体などが主催す
る市内でのイベント（少人数のイベントなども可能な限り対応いたし
ますのでご相談ください。）

貸出対象

イベント開催日前後各３日以内（土曜・日曜・祝日は含みません）貸出期間

　繰り返し使えるリユース食器を使用して、ごみ減量や環境に配慮したお祭りや
イベントをめざしてみませんか。

　市では、お祭りやイベントなどで発生するごみ（使い捨て容器や割りばし）の
減量を目的として、リユース食器（飲食用食器）の貸し出しを実施しています。

★リユース食器を使うとこんなメリットが★
１　会場内での使い捨てのお皿やカップなどのごみが減量できる
２　お祭りやイベントのイメージアップにつながる
３　イベントなどの経費が節約できる（試行期間のため無料です）

ＲリデュースリデュースＲリユースリユース

　平成２６年度も残すところあとわずかになりました。この１年間、本
市のごみの処理に関して、ご理解・ご協力をいただいた多摩地域の各

団体および施設周辺にお住まいの皆様に心から感謝申し上げます。
　また、市民の皆さんには１年間、ごみの減量・資源化の推進にご理解・ご協力をいただき、ありが
とうございました。
　さて、本欄では、燃やすごみの排出量（家庭系）を月１,０００ｔ未満とすることを目標としていますが、
平成２７年１月の集計結果は１,０４２ｔ（昨年は１,０３７ｔ）と目標を達成することができませんでした。市
民１人１日当たりに換算すると排出量は２８６ｇ（昨年は２８６ｇ）です。昨年４月～本年１月の１０か月間
で目標を達成できたのは２か月であり、排出量の合計を昨年度と比較すると、人口増の影響も考えら
れますが、微増傾向となっています。
　燃やすごみの減量で最も大切なことは、ごみになるものを元から減らすリデュース（発生抑制）で
す。例えば、コーヒー専門店やコンビニエンスストアでテイクアウト用コーヒー紙コップを利用して
いる方も多いと思いますが、マイボトルを利用することができる店舗が増えていると聞きました。ま
た、マイはしを利用することで弁当などに付いてくる割りばしが不用になります。このように、身近
において、燃やすごみの減量につながることは、まだまだあります。
　来年度も市民の皆さんとごみの減量・資源化の推進に取り組むとともに、安定的なごみ処理に全力
を尽くしてまいりますので、よ
り一層のご理解・ご協力をお願
いします。

くつ・かばん類などくつ・かばん類などのの
拠点回収にご協力拠点回収にご協力をを
お願いしまお願いしますす

○１６９
Ｒリユースリユース

ププププププププププププププププププププププププププププププププププララララララララララララララララララララララララララララララララララススススススススススススススススススススススススススススススススススチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッククククククククククククククククククククククククククククククククククごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみをををををををををををををををををををををををををををををををををを資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化ししししししししししししししししししししししししししししししししししてててててててててててててててててててててててててててててててててていいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいまままままままままままままままままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすプラスチックごみを資源化していまプラスチックごみを資源化していますす
　市民の皆さんから集められたプラス
チックごみは、資源化処理されていま
す。
　プラスチック以外のものの混入や、
汚れの付着などは、資源化の処理に支
障を来す場合があります。プラスチッ
クごみを出す際には、以下のことに気
をつけてください。

〈正しい分別を〉
　資源化には分別の徹底が重要です。
　プラスチック製品でも、金属、木、ゴ
ムなどとの複合製品は資源化処理の支障
となるので、燃やさないごみで出してく
ださい。

〈きれいに洗って水切りを〉
　容器の汚れや食べ残しなどは、洗い流
してから出してください。特に、マヨネ
ーズ、ケチャップなどの洗いにくい容器
は、最後まで使い切り、切って洗うなど
してください。
　なお、どうしても汚れが落ちないもの
は、燃やさないごみで出してください。
　また、ぬれていると、他のプラスチッ
クごみの汚れが付着してしまうので、よ
く水を切ってから出してください。

〈危険物の混入に注意〉
　刃物、注射針、乾電池、ライター、ス
プレー缶などは、絶対に混入させないで
ください。収集員のけがや収集車両、処
理場で爆発や火災を起こす可能性があ
り、大変危険です。 ここに掲載したものは一例です。ご不明な点などありましたら、ごみ対策課へお問い合わせください。

Ｒリサイクルリサイクル

プラスチックごみで出せるもの（例）
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　ご家庭で不要になったくつ・かばん類などの拠点回収を実
施しています。回収したものは国内外でリユース（再使用）
されています。分別し、資源として拠点回収にお持ちいただ
ければ燃やすごみ、燃やさない
ごみの減量にもなります。ぜ
ひ、ご利用ください。
と　き　毎月第２火曜日午後２
時～３時３０分
※　雨にぬれるとリユースでき
なくなるため、雨天の場合はで
きる限り次の回にお持ちくださ
い。
ところ　リサイクル事業所前
（中町３−１９−１６）
対　象　市内在住の方（業者の
方を除く）
回収物　右記のとおり
持参方法　くつなどは箱から取
り出し、透明または半透明の袋
に入れてください。
問合先　ごみ対策課清掃係（☎
０４２−３８７−９８３５）

○回収できるもの
▷外履き用のくつ類（左
右ペアのもの）
　例）スニーカー、サン

ダル、革靴など
▷かばん類
　例）リュックサック、

ショルダーバッ
グ、ハンドバッグ
など

▷ベルト（サスペンダー
なども可）
▷ぬいぐるみ
×回収できないもの

▷特殊なくつ類
　例）長靴、ブーツ、ス

リッパ、スパイク
▷車輪の付いたかばん類
　例）スーツケース、キ

ャリーバッグ
▷ランドセル

燃やすごみ地区別1人1日当たりの
排出量

月・水・木・土地区 296 292 4

（単位：g）

地　　区
火・金地区 276 279 △3

武蔵小金井 東小金井

1月 前年同月

不燃系ごみ
（市内全域） 106 110 △4

増減量

前年同月増減量

１か月の燃やすごみ
収集量（市内全域）

1，042t 1，037t 5t

増減量1月 前年同月

1月

やった
減量成功

去年より
増えちゃった

使いきって、はさみで切るなど
して中を洗ってください

弁当の容器トレイ類プラスチック製
カップ麺容器

プラスチック製
たまごパック

紙製は１面をご覧
ください

汚れや食べ残しなどは洗い落と
してください 紙製は１面をご覧

ください

チューブ容器ボトル容器

バケツ、洗面器 CD・DVD
ケース

ラップ、レジ袋、ビニール袋 その他、100％プラス
チックでできている物

菓子・食品・シャンプーなどの袋

プラスチックごみで出せないもの（例）

※注射針は市では収集できません。病院や薬局で回収しています。

時計・ドライヤーなどの
小型家電（40cm未満のもの）

ビデオテープ
フロッピーディスク

有害ごみの日
に出してくだ
さい

スプレー缶の
日に出してく
ださい

金属の日に出
してください

スプレー缶

刃物

ライター

乾電池

カード

カード

プラスチックと金属・木・ゴムなどの複合品

その他リサイクルができないもの
スポンジ類

キャッシュカード
などのカード類

CD・DVD

問合先　ごみ対策課清掃係（☎０４２−３８７−９８３５）

問合先　ごみ対策課清掃係（☎０４２−３８７−９８３５）

洗濯ばさみ

コンセント
パソコンの
マウス

ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知でででででででででででででででででででですすすすすすすすすすすすすすすすすすすすかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかご存知ですか、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロ化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制ごみゼロ化推進員制度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度
　市では、ごみ減量やまちの美化などに向けた活動を市と連携し
て行う「ごみゼロ化推進員制度」を平成１８年１０月に発足しました。
　推進員の皆さんのおかげで、市内のごみは減量に向けて大きく
前進しました。より一層のごみ減量を図り、まちの美化を推進す
るため、多くの皆さんのご応募をお待ちしています。
対　象　ごみ問題、まちの美化などに関心がある方
活動内容　キャンペーンやイベントへの参加、勉強会や研修会、
ごみ分別やごみに関する相談など、幅広い活動を行います。
報　酬　無償
申　込　直接、ごみ対策課清掃係（市役所第二庁舎４階☎０４２−
３８７−９８３５）へ。

ごみの減量と経費削減について考える
−知っていますか？ごみ処理経費

ごみゼロ化推進会議講演会

　平成１８年１０月にごみ非常事態を宣言以降、ごみの減量・資源化の推進に対する市民の皆さんのご
理解・ご協力で、人口１０万人以上５０万人未満の自治体のうち、小金井市は「１人１日当たりのごみ
排出量」が全国で１番少なく、「リサイクル率」も全国で１番高い結果となっています。（平成２７
年１月環境省公表「一般廃棄物の排出及び処理状況等・平成２５年度速報値」より）しかし、収集運
搬や処理などに係る経費は多摩地域の平均と比べて大きく上回っているのが現状です。
　そのような現状と今後の在り方を踏まえ、他市の事例を紹介しながら、ごみの減量と経費削減に
ついて一緒に考えてみませんか。
と　き　３月２７日（金）午前１０時～正午
ところ　中間処理場事務所棟研修室１
講　師　加藤了教さん（ごみゼロ化推進員啓発部会長）
定　員　４０人程度（当日先着順）
問合先　ごみ対策課減量推進係（☎０４２−３８７−９８３５）



27・3・15 4ごみ減量・リサイクル特集

　ごみの減量のために各家庭で継続して行っている
取り組みや工夫していることなど、ご家庭ですぐで
きそうな実践的なアイデアを募集しています。
　より一層のごみの減量のきっかけとなるよう、多
くの皆さんのご応募をお待ちしています。
応募資格　市内在住の方
発　表　応募されたアイデアは、今後の市報ごみ減
量・リサイクル特集または市ホームページなどで随
時紹介します。
※　応募状況や内容により、掲載できない場合があ
ります。
応募方法　郵送、Ｅメールまたは直接、住所・氏
名・電話番号・アイデア（おおむね４００字程度）を
明記し、ごみ対策課減量推進係（〒１８４−８５０４住所
不要・市役所第二庁舎４階死s040299@koganei-
shi.jp）へ。

ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアごみ減量アイデアをををををををををををををををををををををををををををををををををを
募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集しししししししししししししししししししししししししししししししししててててててててててててててててててててててててててててててててていいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいままままままままままままままままままままままままままままままままま募集していますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

ＲリデュースリデュースＲリユースリユースＲリサイクルリサイクル

　引っ越しシーズンは、粗大ごみの申し込みが多く、受け付けから収集までに日数が
かかりますので、早めに準備し、引っ越し日のおおむね１０日前までに申し込んでくだ
さい。申し込みは、粗大・枝木受付センターまたはごみ対策課窓口（市役所第二庁舎
４階）で受け付けます。なお、粗大ごみの収集は、有料で申し込み制です。
〈ご利用の流れ〉
①　品目・個数・大きさを確かめてお申し
込みください。その際、手数料と収集予
定日をお伝えします。

②　手数料分の粗大ごみ処理券（シール）
を処理券取扱店などで購入してくださ
い。

③　品物ごとにシールを 貼 って、収集予定日の午前８時３０分までに建物敷地内の収集
は

しやすい場所に出してください。
※　品目によっては市で収集できないものがあります。必ず事前にお問い合わせくだ
さい。

※　リサイクル可能なものは、リサイクル事業所へ直接申し込みできます。（有料）
問合先　渇粗大・枝木受付センター（☎０４２−３８７−９８２９＝午前８時３０分〜午後５時１５
分。土曜・日曜日、年末年始を除く）渇リサイクル事業所（☎０４２−３８２−７７７１＝午前
９時〜午後４時。金曜・土曜・祝日、年末年始を除く）

粗大ごみの
お申し込みはお早めに

Ｒリサイクルリサイクル

ごみ・リサイクルカレンダーは
お手元に届きましたか

ＲリデュースリデュースＲリユースリユースＲリサイクルリサイクル

最最最最最最最最最最最最最最最最終終終終終終終終終終終終終終終終処処処処処処処処処処処処処処処処分分分分分分分分分分分分分分分分場場場場場場場場場場場場場場場場ををををををををををををををををももももももももももももももももっっっっっっっっっっっっっっっっとととととととととととととととと知知知知知知知知知知知知知知知知ろろろろろろろろろろろろろろろろ最終処分場をもっと知ろううううううううううううううううう

手軽にごみ減量！生ごみの水切り
　燃やすごみの多くを占めているのが生ごみです。その生ごみには、大量の水分が含
まれています。生ごみの水切りには、こんな方法があります。

①まずは水に
　ぬらさない

…野菜の皮などは洗う前
にむき、シンク内の三角
コーナーや排水口に入れ
ず直接ごみ袋に捨てる

②乾かして出す
…お茶がらやティーバッ
グなど、水気を絞り、乾
かして出す

③もう一絞り
…水切り袋やトレイなど
を使用し、ごみ出し前に
もう一絞り

　水切りは、忙しい方でも手軽にごみを減量できる方法です。また、雨の日のごみ出
しの際、ごみをふたで覆うなどぬれないように工夫をすることも大切です。引き続
き、市民の皆さんのご理解・ご協力をお願いします。

水切りすると…

渇　燃やすごみを減量することができる
渇　腐敗を遅らせ、嫌なにおいの発生を抑える
渇　ごみが軽くなってごみ出しも楽になる
渇　ごみ排出場所の汚水による汚れを防止する
渇　ごみ収集車からの汚水漏れを抑える
渇　電動生ごみ処理機の乾燥時間を短縮し、電気代の節約になる
渇　余分なＣＯ２発生を抑える（ごみ量の減少により収集車の燃費が良くなる）

水切りのメリット

Ｒリデュースリデュース
減免対象世帯に

ごみ指定収集袋を交付します
　平成２７年度分の
ごみ指定収集袋
を、減免対象世帯
に対して、一定の
枚数を無料で交付
します。
　対象の方には申
請書を発送しま
す。最近対象とな
った方や申請書が
届かない方は、ご
連絡ください。
対象世帯　右表の
いずれかに該当す
る世帯
申請方法　３月１８日（水）〜３１日（火）午前９時〜午後４時（土曜・日曜・祝
日を除く）に、申請書に必要事項を明記し、押印のうえ、市役所西庁舎１階
第六会議室へ持参してください。
その他　渇４月以降、年度途中で申請した場合は、週単位で換算した枚数の
交付となります。渇交付する枚数が多くなりますので、マイバッグなどを持
参してください。渇交付枚数など、詳しくはお問い合わせください。
問合先　ごみ対策課減量推進係（☎０４２−３８７−９８３５）

減　免　対　象　世　帯
生活保護受給世帯、中国残留邦人等支援給付受給世帯
児童扶養手当受給世帯
特別児童扶養手当受給世帯
遺族基礎年金のみの受給世帯
老齢福祉年金受給世帯
平成２６年度市民税非課税世帯のうち、次のいずれかの
方が属する世帯
渇身体障害者手帳１級または２級の交付を受けている
方

渇愛の手帳（療育手帳）１度または２度の交付を受け
ている方

渇精神障害者保健福祉手帳１級の交付を受けている方

　平成２７年度版のごみ・リサイクルカレンダーを、市内すべての世帯・事業
所に配布しました。
　このカレンダーは、収集日はもちろん、ごみの分別方法やその他さまざま
な関連情報が掲載されている、ごみ・資源物に関する総合冊子です。地域ご
とに作成していますので、表紙に記載されている地域が合っているか必ず確
認してください。
　まだお手元に届いていない方や、お住まいの地域と異なる冊子が配布され
た場合は、ごみ対策課へご連絡ください。

問合先　ごみ対策課清掃係（☎０４２−３８７−９８３５）
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最終処分のご理解・ご協力に
感謝申し上げます
　多摩地域の不燃系ごみの一部および焼却処理によ
り発生する焼却灰は、本市も加入している東京たま
広域資源循環組合が管理・運営する最終処分場であ
る日の出町二ツ塚廃棄物広域処分場および東京たま
エコセメント化施設に搬入され、不燃系ごみの一部
は埋立処分、焼却灰はエコセメント化されます。焼
却灰は土木・建築工事やコンクリート製品などの資
材としてリサイクルされ、市内でも道路などに利用
されています。施設が所在する日の出町の皆様のご
理解・ご協力に心から感謝を申し上げます。

これまでの経緯
　日の出町二ツ塚廃棄物広域処分場は、平成１０年１
月に開設され、平成２５年度には埋め立てを終了する

予定でした。しかし、多摩地域に新たな最終処分場
の建設用地を確保することは困難であることから、
可能な限り同処分場の使用年数を延伸する必要が出
てきました。
　そのため、平成１８年度に焼却灰をセメントの一部
として再生利用する、東京たまエコセメント化施設
を設置し、リサイクルすることで埋立処分量を大幅
に減少させました。この結果、最終処分場を大幅に
延命することができています。

私たちにできること
　私たちの生活の中でごみは必ず発生し、その後必
ず処理を伴います。最終処分場の長期安定的な運営
と日の出町の皆様の負担を軽減するためには、さら
なるごみの減量と分別の徹底が大切です。市民の皆
さんのご理解・ご協力をお願いします。
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